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議 事 日 程  （第３号） 

 

令和４年９月８日（木）午前10時開議 

 

日程第１        一般質問 

             質問順序  １．17番 神谷 里枝 

                   ２．６番 菅沼  淳 

                   ３．８番 高柳 達弥 

                   ４．３番 滝本 幸夫 

                   ５．10番 佐原 佳美 

 

 

 

○本日の会議に付した事件┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄議事日程に掲げた事件に同じ 

○出席及び欠席議員┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 

○説明のため出席した者┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 

○職務のため議場に出席した事務局職員┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 



７０ 

午前10時00分 開議 

○議長（馬場 衛） ただいまの出席議員は17名で

あります。定足数に達しておりますので、本日の会

議を開きます。 

 本日は傍聴席へ報道機関が入っております。なお、

撮影を許可した者には許可証を交付しておりますの

で御報告いたします。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでござ

います。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 日程第１ 一般質問を行いま

す。 

 昨日に引き続き、一般質問を行います。 

 本日の質問順序は、一般質問通告一覧表のとおり

１番 神谷里枝さん、２番 菅沼 淳君、３番 高

柳達弥君、４番 滝本幸夫君、５番 佐原佳美さん

と決定いたします。 

 初めに、17番 神谷里枝さんの発言を許します。 

  〔17番 神谷里枝登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、17番 神谷里枝さ

ん。 

○17番（神谷里枝） 17番 神谷里枝。通告いたし

ましたとおり、２つの主題について一般質問を行い

ます。 

 最初に、障害福祉施策についてであります。 

 湖西市において、「わかりあい、ふれあい、支え

合う 誰もが互いに尊重する共生のまち こさい」

を基本理念に2023年度までの第４次障害者計画、第

６期障害福祉計画、第２期障害児福祉計画の策定、

またその上位計画として「ふれあいあふれる、はつ

らつとしたまち」を基本理念に2018年から2022年度

までの第３次湖西市地域福祉計画が策定され、地域

における課題を抱えた人たちを支援する体制の整備

など、事業進捗が図られてまいりました。 

 障害児者を抱える家族の高齢化問題や、医療ケア

を必要とする児童生徒への支援や卒業後の居場所な

ど、多様な不安、課題を抱える家族を少しでも支援

できる体制の整備を図っていきたいと考え質問いた

します。 

 質問の１点目、地域生活支援拠点等の整備につい

て、令和６年３月31日までに面的整備を基本とし、

段階的に専門的人材の確保・養成、地域の体制づく

りの機能を整備し、その他の機能は拡充に向けて検

討を行うとありますが、進捗状況や課題などへの対

応をお伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。健康福祉部長。 

  〔健康福祉部長 袴田晃市登壇〕 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 地域生活支援拠点等の整備につきましては、令和

６年３月末の整備を目標に検討を進めているところ

でございます。 

 整備手法といたしましては、複数の機関が分担し

て機能を担う体制である面的整備型とし、現在、障

害者支援協議会において複数の機関での協働につい

て話合いを進めております。 

 障害者支援協議会は、市内の障害者（児）の関係

団体や福祉サービス事業者等で構成する会議のほか

に、市内の相談支援事業所５事業所で構成いたしま

す相談支援連絡会や生活支援・就労支援・子供の３

つの専門部会を設置しております。 

 専門部会では、福祉・医療・就労・教育など様々

な機関が参加できるような形となっており、本年度

につきましては事業所ガイドブック作成をテーマに、

協働で障害者（児）福祉を推進することを目的に活

動をしております。 

 新型コロナウイルス感染が危惧される中、緊急時

の受入れや体験の場の確保が課題となっております。

今後、在宅で障害者（児）をケアされております御

家族の御意見を伺う機会などを設け、関係機関と協

働で地域生活支援拠点の整備を進めてまいりたいと

考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） いろいろ御答弁ありがとうご

ざいます。ただいま御答弁いただいた内容につきま

しては、当局の計画どおり生活拠点整備に関しまし

ては第６次障害福祉計画の中で、来年度が見直す最

後の年となると思うんですけども、計画どおり進ん

でいると解釈されていらっしゃるんでしょうか。 
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○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えいたします。 

 現在計画を策定しております、議員から御説明が

ありました第６期障害福祉計画に基づきまして、令

和６年３月の目標に向けて今進めているというよう

なところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） いろいろな相談支援事業所と

かいろいろ増えてきているとは思うんですけども、

それが当局が思い描いているような数値目標に近づ

いているという解釈でよろしいですか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 現状、計画では実際に今新型コロナウイルス感染

症の影響がありまして、なかなか対面式での連絡調

整ができるという場が昨年、今年とできておりませ

んが、それでも感染対策を取りながら対面式等によ

る状況をつくりまして、計画を推進するというよう

な体制で現在動いております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。 

 それから、御答弁の中で何かガイドブックを作成

するというお言葉があったように思うんですけども、

このことについてもう少し御説明願えますか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 当市におきましては、市内には福祉サービスを提

供していただいている事業所がありますが、こちら

を一つの冊子というか情報提供できるようなものが

ありませんので、これを今、協議会のほうで皆さん

で協働で話し合っていただきまして、できれば来年

３月までに御提供、冊子としてどこの事業所はどん

な内容の事業所で、どんなことをやっているかとい

うもう少し具体的内容を盛り込んだガイドブックを

作成し、配布できるような体制を取れればというこ

とで今調整を進めているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） そうしますと、障害児がいて

問題を抱え込みましたって言ったら、そういったガ

イドブックを参考にじゃあまずどこへ相談に行くと

か、そうするとそこからいろんなネットワークが広

がったり、どこにどういう施設があったりとか相談

所があったりとか、そういうことがすごい分かりや

すいような資料を今検討していてくださっているっ

ていうことでよろしいんでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えいたします。 

 そのとおりでございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。ぜひ

とも、やっぱりそういった資料ってなかなか、じゃ

あインターネットとかホームページからといっても

見つかりづらいというか分かりづらいところがあり

ますので、やっぱり手元に冊子があったりすると大

変助かるかなと思いますので、あまり専門用語を使

わずに、できれば障害を持っている本人が見ても分

かるような、そういった易しいガイドブックの作成

に取り組んでいただきたいと思っております。あり

がとうございます。 

 では、この点につきましては体制づくりのほう、

段階的に専門的人材、面的整備をしていくっていう

ことで、専門的人材の確保・養成、それから地域の

体制づくりの機能整備をしていきたいよっていうこ

とでしたけども、この辺の専門的人材の確保・養成、

それから地域の体制づくりということについて、い

ま一度御答弁願えますか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 今、議員から御質問のありました点につきまして

は、やっぱり市が直営でやるというのはなかなか難

しいものですから、市内で事業をされております福

祉サービス事業所の皆様に御協力をいただいて、何

がどこの事業所でできるのかというようなところも

含めまして、先ほどの障害者支援協議会の中で検討

させていただいて、連絡調整をさせていただいてい

るという状況になります。 

 以上でございます。 
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○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 分かりました。湖西市の障害

者計画、施策を推進するに当たっては障害者支援協

議会が中心になって進めていますよということで、

この点は理解いたしました。 

 いろいろな問題があると思うんですけども、そう

いったことも全て障害者支援協議会の中で緊急時の

対応とかそういったことも議論されていくって、現

在も議論しているっていうか、そういう理解を持っ

ていてよろしいんでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 今障害者支援協議会のほうで、一度には全部のテ

ーマを御検討いただけないものですから、１つずつ

問題を提起させていただきまして御検討いただいて

いるというような状況になります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 分かりました。では、２問目

に移ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○17番（神谷里枝） 地域活動支援センター事業は

在宅で生活しており、就労が困難な障害のある人に

対し、創作、生産活動、地域交流など地域生活を支

える多様なサービスを提供し、利用者の自立や生き

がいの向上のための支援を行うとされておりますけ

ども、現状と課題、方針をお伺いします。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 地域活動支援センター事業は、委託事業として毎

週火曜日、木曜日に健康福祉センター（おぼと）で

実施をしております。 

 作業療法士、精神保健福祉士の計画したプログラ

ムにより、創作活動などを行っております。活動を

通して他者との交流を主な目的としているため、お

掃除とかお洗濯などの自立のための個別訓練は実施

しておりません。個別訓練の生活訓練が必要な方に

つきましては、自立訓練や居宅介護等を御利用いた

だくことになります。 

 課題といたしましては、活動している部屋が利用

定員に対し狭く、コロナ禍のため活動を制限しなく

てはならない場合があるということになります。 

 方針といたしましては、地域で孤立している障害

者の地域交流に向けた第一歩の場として、利用希望

があった場合にはすぐに利用できる体制を続けてま

いりたいと考えております。 

 定員増加の理由により断ることがないよう、利用

者数に応じ、実施場所の検討や活動日を増やすなど

について調整しながら事業を継続してまいりたいと

考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） まず地域活動支援センターは、

障害を持っている方が自立していくためのそういっ

た食事の支度とかお洗濯とか、そういった指導はし

ていませんっていうことで今御答弁をいただきまし

た。ですけども、湖西市の社会資源っていう冊子、

高齢者福祉課が発行した冊子だと思うんですけども、

やっぱりその中に先ほども申しました、利用者の自

立や生きがい向上っていうところを自分は自立って

いうところに引かれまして、ちょっと相談があった

りしてもおぼとでそういう事業をやっているからっ

て言ってちょっと御紹介させてもらった経緯もある

んですけども、あくまでもそういった本人が親亡き

後も生活できていくような指導はここの地域活動支

援センターでは行っていないって、いま一度そうい

ったことでよろしいでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 現在行っております地域活動支援センターでは、

議員御意見のとおり生活を行うための指導というの

はやっておりません。現在、自宅でひきこもりをさ

れているような障害者の方が、一歩でも外へ出てい

くための訓練の場というような形での事業を実施し

ております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） そうしますと、ここの施設を

利用する利用対象者って言えばいいですか、どうい

った、申し訳ないですけどもほとんど外に出られな
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いとか引き籠っているってそういった方が利用され

るんですか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 基本的には御家族の方から御相談があり、やっぱ

り在宅に籠られているので何とかしたいというよう

なところからの御相談が始まるケースが多いもので

すから、障害につきましては精神の方も療育手帳の

方も身体障害者手帳の方も御利用いただけるような

対応をさせていただいてございます。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。そう

しますと、先ほども確かに人数が20人ぐらいですか

利用者がいるっていうことですけども、まず最初の

答弁の中に精神障害、精神の関係のⅠ型の地域活動

支援センターっていうことになっていいわけですね、

そうすると。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 議員の御意見のⅠ型の支援センターというような

形になっております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。それ

で人数も増えてきて手狭になってきているっていう

ことですけども、人数が増えてきていても施設長さ

んとか指導員さんとかそういう体制は特段問題なく

やっていけるということですか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えいたします。 

 現状の20人前後におきましては、現在の人員で確

保できているもので対応できるかと思いますが、こ

れが30、40人と増えてまいりましたら、やっぱり実

施する日数なんかも増やしたりとか、ここに参加さ

れる方の障害の状況によって人数を増やしていかな

ければならないかと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。ここ

何年かこの事業をされていると思うんですけども、

何か目に見えた成果っていうか、なかなか外へ出ら

れなかった方が出られるようになりましたとか、今

市役所の中でも障害者の雇用きらりんっていう場所

があって、そういうところへこの地域活動支援セン

ター、ひきこもりの方とかなかなか地域交流ができ

なかったけども、活動センターに通っていて慣れて

きて市役所内でやっているきらりんのほうへ誘導し

ていくっていうか結びつけていくとか、今そういっ

たお考えはないですか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 ここの支援センターに今来られている方の多くが、

精神疾患をお持ちの精神障害者の方が18名と一番多

くあるんですけども、この方たちはやっぱり対人恐

怖症というか人と会うことが怖く、在宅に引き籠っ

ているというようなケースの方がかなり多くござい

ます。この方を自宅から一歩でも外へ出るための一

つの訓練場所ということで、この支援センターを御

利用いただき、そこである程度、対人的な部分がコ

ミュニケーションが取れるようになった段階には、

やっぱり次としたら就労の支援のほうへ結びつけて、

最終的には就労というようなところへ持っていけれ

ばなと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） やっぱり、きらりんにいる方

でもなかなかそういう症状の方もいらっしゃるかも

しれませんけども、せっかくこういった活動支援セ

ンター事業っていうのを継続してやっていただいて

おりますし、少しでも症状が回復するとか本人の生

きがいのためにということで事業を展開されており

ます。本当に実績が上がっていって、就労体験した

いとかそういうふうにいったときには、やはり同じ

庁舎内ですので何か連携を取っていただけたらいい

かなっていう気はしておりますので、また頭の隅に

でも置いておいてください。よろしくお願いします。 

 では、３番目に移ります。 

○議長（馬場 衛） ３番ですね、どうぞ。 

○17番（神谷里枝） 湖西市における医療型児童発
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達支援を必要とする児童の現状と課題、今後の支援

の方針をお伺いします。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 現在、湖西市内には医療型の支援を提供できる事

業所はございません。市内で生活する医療ケアを必

要とする児童につきましては、近隣市の事業所を利

用せざるを得ない状況となっております。 

 今後の支援につきましては、医療スタッフの配置

がある近隣市の事業所を利用させていただきながら、

湖西市内でどのような支援ができるのかについて研

究してまいりたいと考えております。 

 訪問看護を活用した在宅での支援など、利用者の

ニーズに合わせた支援について、医療的ケア児の保

護者、福祉サービス事業者、医療従事者などと調整

をしてまいりたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 医療型児童発達支援を必要と

する児童の現状ということで通告させていただいて

おりますけども、現在、湖西市にこういった方が何

人ぐらいいらっしゃるかっていうことは把握されて

いらっしゃいますか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えいたします。 

 医療的ケアが必要か否かにつきましては、手帳取

得時の情報だけでは市のほうでちょっと分かりかね

る部分がございます。つきまして、全数を今現在把

握しているという状況にはございません。 

 医療的ケア児の保護者が集まります機会を捉えま

して、市内にどのぐらいの対象者の方があるかとい

う把握を今後も努めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。第２

期障害児福祉計画、これも令和５年度までですけど

も、サービス内容などの情報提供や提供体制を充実

しますとうたっていたり、また同じくその計画の中

では居宅訪問型児童発達支援も見込みの数値がゼロ

になっているんですね、計画の中で。こういったこ

とを含めましても、なかなか手が差し伸べられてい

ないのが現状かなっていうふうに考えます。 

 利用したくてもないとか、どうしたらいいか分か

んないということで当局のほうもなかなか実態がつ

かみづらいのかもしれませんけども、先ほどの答弁

にありましたようにやはり医療的ケア児なら医療的

ケア児の保護者たちと会話をするとか、そういう場

をより多く持っていくことによって、本当に湖西市

の社会保障的な問題、福祉政策をどう進めればいい

かという、ニーズはいっぱいあるのになかなか進ん

でいないっていうのが今の湖西市の現状かなと思い

ますので、役職に当たった方に会合に出てきていた

だいて、話合いを進めたり情報を把握しようとして

も、なかなかやっぱり本当に困っている方たちの意

見というのは届きづらいのかなっていう気がしてお

りますので、今後そういった方向にも配慮していた

だけるような御答弁があったと思いますので、そこ

に期待をしたいと思っております。ありがとうござ

います。 

 近隣のところを利用されている、紹介したりして

いるということですので、そういったことも先ほど

のガイドブックのほうにも盛り込んだり、親御さん

も今は情報をすごくつかむ時代ですので把握してい

らっしゃるかもしれませんけども、やっぱりより近

いところ、この湖西市内で受けられれば一番安心で

きるのかなと思っておりますのでお願いしたいと思

います。 

 では、４番目に移ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○17番（神谷里枝） 医療的ケア児に対する関連分

野の支援を調整するコーディネーターの配置に関し

て現状、方針を伺います。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 現在、医療的ケア児等コーディネーターは配置で

きておりません。今後、コーディネーターの配置に

向け、コーディネーター養成研修修了者や医療的ケ

ア児の保護者の御意見を伺いながら、具体的な活動

方法について検討を進めているところでございます。 

 コーディネーターには個々の医療的ケア児への支
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援のほか、医療的ケア児の支援経験が不足しており

ます相談支援専門員へのアドバイスなどの役割もあ

り、医療的ケア児へのサービスが不足している本市

におきましては、コーディネーターの配置は必要で

あると認識しております。 

 本年度は医療的ケア児の保護者と福祉サービス事

業者から課題を聞き取り、令和５年度にはコーディ

ネーターの活動内容や配置場所等についての検討を

行い、令和６年度中の設置を目標に準備を進めてま

いりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ぜひともそうしていただきた

いと思います。 

 そもそも計画でこういった計画をつくるときに、

見込み数値がゼロになっている計画をつくるってい

うことが、本当にいかがなものかなっていう気がし

ました。先ほど申し上げましたように実際の医療的

ケア児を抱えたお母さんたちはすごく困っている、

どうしたらいいか分からない、でも令和５年度いっ

ぱいまではそういった今の医療コーディネーターの

方もゼロの配置人数っていうことですので、湖西市

の計画としては配置する予定がありませんよってい

うふうに私は解釈するんですけども、計画をつくる

に当たってもう少し、過大な数値はいけませんけど

ももう少し配慮した計画をつくっていただけるとう

れしいかなと思っておりますのでよろしくお願いい

たします。それにはやはり、本当に困っている方の

声をどうやって拾い上げるかだとつくづく感じてお

ります。 

 では次に、５番目に移ります。 

○議長（馬場 衛） ５番目ですね、どうぞ。 

○17番（神谷里枝） 障害者支援協議会の活動状況

や行政との連携についてお伺いします。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えいたします。 

 先ほど１番の御答弁でも少し申し上げましたが、

障害者支援協議会は市内の障害者、障害児の関係者

や障害サービスを提供しております事業者の皆様で

構成をさせていただいてございます。 

 事務局は市と障害者相談支援事業所「みなづき」

が事務局を担っております。また、市内の相談支援

事業所５事業所で構成いたします相談支援連絡会や、

先ほど申し上げました部会などを設置して現在活動

をしている協議会になります。 

 部会では様々な医療機関が参加できるような形と

なっており、１の御質問でも御答弁したとおり現在

はガイドブックの作成を主に活動していただいてご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 先ほども申し上げましたよう

に、湖西市の障害福祉の底上げを図っていくのに一

番重要な組織だと私は認識しております。 

 その中で、障害者支援協議会って例えばですけど

も何か今事例を挙げてこういった内容を検討して、

こういう方向性になっていますっていうようなこと

で、御紹介できることってございますか。 

 以前、伺ったときには傍聴させていただきたいっ

て言ったら結構個人のことを取り扱うときにはでき

ませんよっていう御返事はいただいて、それはごも

っともだと思うんですけど、それ以降なかなか支援

協議会を傍聴させていただくっていう機会がなかな

かなくて状況がつかめないんですけども、何かもし

ここで御紹介できる、こんな事案についてこういっ

た意見が出てこういうところに落ち着きましたって

いうような御紹介できる内容ってございますか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えいたします。 

 具体的な事例につきましては、現在進行中のもの

もございまして、結論が出ていないもの等がござい

ます。 

 先ほどの１番の御質問でも御答弁させていただき

ましたが、現在、地域生活支援拠点のまず整備に向

けて御議論をいただいているというような状況で、

こちらに関するまだ具体的な内容等につきましては

出ておりませんので、ちょっと具体例というのはな

いんで、そういうものの話合いをしていただいてい

る場というような形で御理解をいただければと思い

ます。 
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 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 分かりました。以前にはなか

った部会をつくってやってきているっていうことで

すけども、支援協議会の中に幾つの部会が設置され

ているんですか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 支援協議会の中には、今実務者でつくります３つ

の部会をつくっております。生活支援に関わる部会、

就労支援に関わる部会、それから子供に関わる部会

と、この３つをそれぞれの福祉サービス事業所の職

員、計画相談事業所、協議会などを含めましたメン

バーで構成させていただきまして、活動を今進めて

いるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ３つの部会で取り組んでいる

ということですと、今支援協議会のメンバーは要綱

でしたっけ規程でしたっけ、その中に何人かってい

う数字がうたわれていたと思うんですけども、その

中に納まっている人数で運営されている、当たり前

のことかもしれませんけども確認します。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 支援協議会につきましては現在10名という形なん

ですが、そこの事業所から実務担当者の方に出てき

ていただきまして部会という、下部組織というかそ

ちらのほうを設置させていただいているというよう

な状況になります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） そういった部会を設置するっ

ていうことも要綱等に、要綱または規程、ちょっと

頭に残っていないんですけどうたわれてやっている

ということでよろしいですか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えいたします。 

 要綱等ではまだ部会というところは記載はされて

おりませんが、その協議会の中で話し合った結果、

部会をというようなお話しになりましたので、今回

進めさせていただいているというような状況になり

ます。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。本当

に重要なことを話し合っていただきますし、委員の

方は10人だけども実務担当者に出てきていただくと

いうと、やっぱりこういった方にも費用が発生すべ

きではないかなっていう気もします。ですので、来

年度に向けてまたちょっと慎重に御議論いただきた

いと思います。 

 それから、委員構成の中にいろんな役職とか、事

業所の方が入っているという御答弁はいただきまし

た。そういった中でもやっぱり障害者本人とか、も

っと若い、それこそ今現在、支援学校等に通ってい

て困っている方の代表とか、そういったことを加え

るっていう再検討などはいかがでしょうか。一応う

たわれているのでそれは無理っていう解釈なのか、

支援学校の校長先生とか知的障害関係の代表者等も

出ていますけども、やはり今回も医療的ケア児の方

とちょっと話をしたときに、全く意見が吸い上げら

れていないっていうことを実感したものですから、

その辺について、委員に含めるのが無理であれば先

ほど言われました部会とかそちらのほうで意見を聞

く場を設けて反映していくとか、その辺についての

お考えを伺います。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えいたします。 

 まず先に、１点先ほどの御答弁で御訂正をさせて

いただきたいと思います。 

 部会につきましては、要綱の中に協議会には必要

によって部会等を設置することができるという一文

が入っておりまして、これに基づき皆さんの検討の

結果、３部会を設置しているというような状況にな

ります。 

 訂正させていただきます。申し訳ありませんでし

た。 

 それから今の御質問に対してなんですが、一応協

議会のメンバーには浜名特別支援学校の方も１名入
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っておられまして、部会のほうへも参加していただ

いていると聞いておりますので、関係者として関連

をしていただいているということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 先ほどから申し上げています

ように、そういった代表の方が見えて、いつもなか

なか意見が通じていないっていうところがやはりな

かなか福祉関係の、支援給付費とかがすごく予算が

膨らんでいっても何でこんなにみんなが困っている

っていう声が多いのかなっていうと、やっぱりそう

いう声が届いていかないっていうことが大きいのか

と、どうしてそういうふうに思ったかっていうと、

やっぱり組織をつくっていく上では致し方ないのか

もしれませんけども、その辺にもう少し気づきを持

っていただいていま一度、もうこれ平成25年の３月

に支援協議会が設置されていて、委員構成っていう

のがあまり変わっていないようにも思いますので、

また御一考いただければと思っておりますのでよろ

しくお願いします。 

 先ほど要綱にうたわれているっていうことでした

ので、では部会に参加される方の費用等も発生して

いるって解釈でよろしいですか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えします。 

 現時点におきましては費用は発生しておりません。 

 以上でございます。ボランティアとして活動いた

だいているのが現状でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。昼間

やっているということであれば、本来の仕事を抜け

てこちらの委員会とか部会に参加するわけでありま

すので、また御検討をいただければと思いますので

よろしくお願いいたします。 

 では、６番目の質問に移ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○17番（神谷里枝） 第３次湖西市地域福祉計画が

今年度で終了いたしますけども、次期計画に向け第

３次計画をどのように評価し、どのような計画を策

定しようとしているのかお伺いします。 

 この地域福祉計画っていうのは、先ほど来申し上

げていますように第４次障害者計画、それから第６

期障害福祉計画、第２期障害児福祉計画の上位計画

に当たります。やはり、その上位計画に基づいて各

分野のいろんな計画が立てられていくと思いますの

で、まずは上位計画に当たる第３次湖西市地域福祉

計画をどのように評価っていいますか、反省等をし

ながら次の計画を策定しようとしているのか、状況

をお伺いします。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 第３次湖西市地域福祉計画は、「ふれあいあふれ

るはつらつとしたまち」を基本理念とし、これを実

現するため３つの柱を基本目標に設定し、基本目標

の下、関係各課が施策に取り組んでまいりました。 

 広報紙やウェブサイトなどによる情報発信、高齢

者に対する地域における支え合い、公共施設、学校

や公民館を活用した地域の活動拠点の整備につきま

しては、相当程度達成できたと評価をさせていただ

いておりますが、一方で、相談支援におきましては

自治会、地域の社会福祉施設やボランティア団体と

の連携が十分できなかったことが課題であると認識

しております。 

 次期計画は、少子高齢・人口減少社会の到来を見

据え、市民及び関係団体へのアンケートの結果を反

映した素案を作成し、８月23日に湖西市地域福祉活

動計画策定委員会において御審議をいただきました。 

 今後、市民の声を取り入れるため地域懇談会、グ

ループワークへの話合いを今考えておりますが、パ

ブリックコメントを実施し令和５年３月末の策定に

向け進めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） もう８月23日に策定委員会が

開かれて、もうほぼ原案がまとまったっていうこと

ですか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 原案というか素案のまず総論の部分をアンケート

等でまとめまして、それについて、方向性について
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確認をさせていただいたというような状況になりま

して、先ほど御説明をさせていただきましたが今後

地域に出向いてグループワークでの課題等を洗い出

し、それを計画の施策の中に盛り込んでまいりたい

というスケジュールで今考えておりますので、内容

につきましてはこれからになります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 内容についてはこれからって

いうと、今年度で終了する計画ですよね、もう来年

度からすぐスタートになっていくわけですけども、

それで十分間に合っていきますか。 

 グループワークも地域とかで開いていきたいとい

うことでしたけどもなかなか、私こういう福祉って、

身近ですごい当たり前なんだけども、じゃあ何がど

うなったらとかなかなか具体的にぴんと結びつかな

いけども、必要不可欠なものが福祉かなって思って

いるんですけども、そういったときに地域等でグル

ープワークを開きますよっていうことですけども、

どういった方に呼びかけていろんな御意見をいただ

こうと考えていらっしゃいますか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 今回の計画策定に当たり、市内４地区においてグ

ループワーク形式での話合いを通じ、地域の課題を

解決するために自分たちができることなどについて

話し合っていただくという機会を設け、そこで出た

御意見を計画のほうに反映させるというようなスケ

ジュールで考えております。 

 計画につきましても10月にこのグループワークを

今予定をしたいというふうに計画をしておりまして、

12月までにはその内容を盛り込み、素案を作成して

まいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 市内４地区でグループワーク

を11月に開いて、12月にはある程度素案をまとめて

いきたい、超特急で進んでいくような気がしますけ

ども、とりあえず進めていただきたいとは思います

けども、先ほど来申し上げていますように、本当に

このコロナを原因にしてはいけないんですけども今

希薄化してきている中で、どういった湖西市が本当

に安心・安全で住みやすいまちになっていくのかと

か、本当に障害を持っていようが持っていまいが

様々な相談等を全て丸ごと自分事として受け止めて、

こういった場に参加して御発言等いただければより

よい計画にはなるかなと思いますけども、政府のほ

うから言われているから仕方ないかもしれませんけ

ども、第４次障害者計画、第６期障害福祉計画、第

２期障害児福祉計画とか第３次地域福祉計画とか本

当に仰々しくまたすごく似通った名前がいっぱい連

なっておりまして、何か今後に向けてもう少し、正

式なものは正式なネーミングでもいいと思うんです

けども、何かもうちょっと分かりやすい親しみやす

いような計画っていうかサブタイトルみたいなのを

つけて、なじみやすい計画等をつくっていただけた

らうれしいかなと思っております。 

 いずれにしましても、今回、障害施策について質

問させていただいておりますので、その上位計画と

なる地域福祉計画が障害者等にとっても本当に住み

よいまち、必要な人に必要な支援が届くっていうよ

うな計画をつくっていただきたいと思っております。 

 アンケート調査も行ったっていうことですけども、

回答者数が45.6％でしたか、あまり高くない数字か

なっていうこともありますし、事務事業評価、生活

支援、地域生活支援関係経費等の事務事業評価でも

必要性・有効性・効率性全てＡ評価でなっておりま

す。サービス実施事業所の確保が課題、令和５年も

各種地域生活支援事業を継続し、障害者の日常を支

援するとなっておりますけども、本当に社会保障費

が増大していることは自分も重々承知しております。

今さんざん言っていますけども、本当に困っている

方、必要に迫られている方の声を聞く機会をより多

く設けていただいて、必要な人に必要なサービスが

届くような計画、またその計画の実効性を高める努

力をお願いしたいと思います。 

 以上をもちまして、この主題については終わりま

す。 

 では２点目の主題、湖西市史総合年表の発行につ

いてに移ります。 
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○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○17番（神谷里枝） 市制50周年記念事業において、

湖西市内の各地の昔の写真や湖西市の歩みパネルな

どが巡回展示されておりますが、湖西市史総合年表

が平成６年６月25日発行を最後に編さんされており

ません。 

 平成６年以降の年表を編さんし、市史を発行し、

後世に残していく必要性を感じ質問いたします。 

 質問に入ります。平成５年までの湖西市史総合年

表編さんから29年経過しています。この間、旧新居

町との編入合併という大きな方向転換もありました。

世の中の急速な変化もあり、氾濫する情報の中で歴

史・文化も喪失の危機に立っています。今のうちに

資料や情報の収集整理を行い、散逸霧消を食い止め

後世に残すことは非常に重要だと思います。編さん

委員会などを設置し、取り組んではと考えますが市

の考えをお伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えします。 

 市といたしましても、市町合併という大きな行政

機構の変化があり、湖西市史の編さんは平成６年、

新居町史におきましては平成２年で終了しているこ

とから、湖西市史続編の発行の必要性を感じている

ところでございます。 

 しかしながら、湖西市史総合年表は昭和52年の湖

西市史編さん準備会から平成６年までの17年間の湖

西市史資料編の集大成として発行した年表となりま

す。 

 市史の編さんには、専従の専門委員２名から３名

程度が従事をし、資料の収集、整理、目録作成、記

録など正確な歴史を残すため、長期にわたる地道な

調査が必要となります。 

 以上のことから、今後予定をしています史跡保存

活用計画や、文化財保存活用地域計画の策定を併せ

まして資料収集を進めるなど、中長期的に計画をし

てまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。計画

をつくって始めていくっていうことですけども、例

えばこの計画というのはいつ頃つくられる予定なん

でしょうか。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えします。 

 史跡保存活用計画といいますのは、今現在計画作

成です。来年まで計画をしているところです。その

後になりますけども、できましたら文化財保存活用

地域計画というものを作成を順次していきたいとい

うふうに考えております。 

 以上になります。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 来年まで何でしたっけ、史跡

云々っていう計画が、今年度まで、いま一度すみま

せん。要するに、今後湖西市が湖西市史総合年表編

さんに当たっていくについてはどの計画で進めてい

きますよって、その計画はいつぐらいまでにつくる

かっていうことでもう一度御答弁願えますか。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） 申し訳ありません。 

 お答えしますと、文化財保存活用地域計画という

ものが文化財の総合計画みたいなところに当たるも

のになります。文化財のリストアップ作業というふ

うにありますものですから、市史の編さんと重複し

た作業もあります。こうした実施可能な作業を行い

ながら市史編さんについては今後事業化に向けてま

た計画のほうということを考えていきたいというふ

うに。 

○議長（馬場 衛） いつ頃。 

○産業部長（太田英明） 時期的には、今予定とし

ているのは2024年が文化財保存活用地域計画ってい

うものをつくっていきたいというふうに考えており

まして、そこについては期間も５年程度はちょっと

かかるかもしれませんので、ある程度長いスパンで

考える計画になります。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 要するに文化財保存活用地域

計画でしたっけ、っていうのは2024年を目標につく

りますよっていうことでよろしいですか。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） すみません、ちょっとか
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み合っていなくて、今実際に行っているのが史跡保

存活用計画というのをつくっています。そこについ

ては、今現在進行形でありまして来年度までに完成

をさせる予定です。 

 それで、先ほど申しました文化財保存活用地域計

画、こちらについてはその引き続きになりますので、

2024年から４年から５年程度かかるというような見

込みでございます。 

 ただ一部資料がデータ、市史編さんを行うような

資料とか一部重複するような作業もありますもので

すから、同時並行でそういった資料収集とかそうい

ったできるところは進めていきたいとそういうこと

になります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 史跡活用のほうの計画は来年

度までにまず完成します。文化財保存活用地域計画

っていうのも同時進行で進んでいて、2024年から四、

五年かかってつくっていくよっていうことだったと

思いますがちょっとごめんなさい、うまく理解でき

ませんでしたけども、要するにこういった市史編さ

ん等にはすごく気が遠くなるような時間を要します

よということは理解できましたけども、やはり今、

私も地域の歴史を知っている80代から90代の方が御

健在のうちに記録に残そうと思って有志数名で動き

始めたんですけども、そういった中で市史編さんが

平成６年を最後に発行されていないっていうことが

分かりました。 

 今の御答弁ですごく時間が必要っていうことは分

かったんですけども、やっぱり重要なそういった文

化・歴史等を残していくに当たって、動き始めよう

としても何をどうしていいか分からないっていうこ

とがありますので、せめて市のほうで今そういう計

画を持っていますのでうちを建て替えたりなんなり、

おじいちゃん、おばあちゃんが亡くなったりすると

いろいろ処分してしまうとかあったりすると思いま

すので、そういったときにはぜひとも連絡をいただ

きたいっていうところを市民に情報提供して、とり

あえず確保しておく、残しておくっていうことだけ

でも周知していかないと、なかなか。 

○議長（馬場 衛） 神谷議員、発言時間をオーバ

ーしておりますので。 

○17番（神谷里枝） 終わります。情報提供、そう

いった市もそういうことを、平成６年以降の資料集

めしていますよとかっていう情報提供をしていくこ

とは重要なことだと思います。私はぜひそこに取り

組んでいただきたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

○議長（馬場 衛） 以上で、17番 神谷里枝さん

の一般質問を終わります。 

 ここで、暫時休憩を取りたいと思います。再開を

11時10分といたします。 

午前10時57分 休憩 

───────────────── 

午前11時10分 再開 

○議長（馬場 衛） それでは、休憩を解いて会議

を再開いたします。 

 次に、６番 菅沼 淳君の発言を許します。 

  〔６番 菅沼 淳登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、６番 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） ６番 菅沼 淳です。本日は

眼鏡を新調いたしまして、気持ちも新たに質問をさ

せていただきたいと思いますので、よろしくお願い

します。 

 それでは、本日の主題は市内公共施設に設置され

ている自動販売機の管理運営についてということで

お伺いをいたします。 

 質問しようとする背景や経緯です。今回、質問す

る背景として、市民より市の財産である公共施設に

設置されている自動販売機による営利事業の管理運

営が不透明ではないかとの指摘を受け、私自身、本

事業については理解不足であることから、あらかじ

め市にその概要を確認させていただいたところであ

りますが、市民に対しての説明が不十分であること

から、市は自動販売機設置についてどのような管理

運営をされているのか、確認したく質問をさせてい

ただくものであります。 

 質問の目的です。市内公共施設に設置されている

自動販売機は、市として適正に設置・管理運営され

ているのかを確認したいということで、それでは最
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初の質問です。 

 市内公共施設の自動販売機の設置状況をお伺いし

ます。これは設置の数とか台数など、ということで

よろしくお願いします。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。企画部長。 

  〔企画部長 小林勝美登壇〕 

○企画部長（小林勝美） お答えします。 

 市役所庁舎、新居地域センター、健康福祉センタ

ー、湖西運動公園や市立湖西病院など、市内27の施

設に合計96台の自動販売機が設置されております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） 27の施設に合計96台設置され

ているということで、ここは分かりましたのでこれ

で終わります。 

 それでは２番目の質問をお願いします。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○６番（菅沼 淳） 自動販売機の設置形態につい

てお伺いをいたします。これは、管理事業者の数と

か設置に係る契約内容などについてお伺いをいたし

ます。よろしくお願いします。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） お答えします。 

 自動販売機が設置されている施設は27施設でござ

いますが、14の課がそれぞれ所管をしております。 

 このうち２つの施設の計２台につきましては、令

和３年11月にコカ・コーラボトラーズジャパン株式

会社様と締結した包括連携協定に基づきまして、市

が直接同社と契約をして設置しているものでござい

ます。 

 そのほか残りの25施設、合計94台につきましては

各施設所管課におきまして行政財産使用許可ですと

か、指定管理に関する基本協定等に基づきまして、

湖西市社会福祉協議会や湖西市スポーツ協会、湖西

市文化協会等の計14団体に使用の許可をした上で、

それぞれの各団体がそれぞれの自動販売機の業者と

契約をして設置をしているものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） 27施設のうち２施設の２台が

自動販売機業者との直接契約、それ以外の25施設の

94台、これは14の団体が自動販売機業者と契約し、

設置をされているということだと、ただいまの御答

弁はそういうことだと思いますけども、市が自動販

売販機業者と直接ではなく、施設ごとに各種の団体

が自動販売機業者と契約し、設置する理由をお伺い

します。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） お答えいたします。 

 自動販売機の設置でございますが、これは建物を

建てたとき、公共施設を建てたときから、その当時

から設置をされていたのかなとは思うんですが、ち

ょっと調べさせていただいたところ、建物がそれぞ

れ古いものですから資料がなくて、当時その設置を

したはっきりした時期ですとかいきさつとか不明確

で、確認ができませんでした。 

 現状としましては、今現在も市民の方とか御利用

される方がいるという現状、それから先ほど言った

ような社会福祉協議会とかそういったところの団体

が管理をして、収入となっているというような理由

から、そのままといいますか使用も継続して認めて

いるという状態であります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） 以前からこういう状況で、こ

ういう形態としてやってきたということで、よく分

からないということですね、要するに。どうして、

団体がこの中に入っているかということが、ここは

これで終わります。 

○議長（馬場 衛） 終わりですか。 

○６番（菅沼 淳） ３番目の質問をお願いします。 

 自動販売機設置に係る市に対する収入についてお

伺いをいたします。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） お答えします。 

 各施設所管課におきましては、電気料の実費相当

額を各団体から徴収しておりまして、スポーツ施設

におきましては占用料を徴収しております。 

 また、市と包括連携協定に基づいて設置している
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コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社様のほう

につきましては、直接の収入はありませんが収入の

一部を地域貢献に役立てるため、防犯カメラの設置

ですとかＷｉ－Ｆｉの設置等の協賛をいただいてい

るところでございます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） 今御答弁中に、自動販売機の

電気料実費相当額ということがありましたけども、

相当額とはどのように計算されたものか教えてくだ

さい。 

 それと、電気料実費相当額と占用料を合わせた徴

収額というのは年間どのくらいあるのか、分かれば

教えてください。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） お答えいたします。 

 自動販売機の電気料の計算でございますが、各自

動販売機に個々に個別のメーターを設置しておりま

して、それで使用料を確認しております。その使用

料に電力会社の単価を掛けて、設置団体に請求をし

ているというものでございます。 

 占領料と合わせた年間の徴収額でございますが、

こちらは各施設全て合計しますと、令和３年度にお

いては約66万円になります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） それについては分かりました。 

 もう一つ教えてください。電気料と占用料が一律

に徴収されていないという御答弁だったと思うんで

すけど、一律に徴収されていない理由っていうのは

どういうことかお伺いします。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） お答えします。 

 行政財産の目的外使用ですとか一部貸付けに係る

使用料を徴収するためには、条例ですとか要綱の整

備というものが必要になってきます。 

 湖西市におきましては、湖西市道路占用料徴収条

例や湖西市都市公園条例に基づく施設以外に、そう

いった条例や要綱の定めはございません。 

 したがいまして、現状においてはスポーツ施設な

どの徴収ができるところだけを占用料を頂いている

ということになります。 

 これにつきましては、今まで市としてそれぞれ各

施設所管課でやっているというとこで、統一した方

針というのはなかったものですから、少しそこの辺

は検討していきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） ありがとうございます。私な

んか民間の人間ですから、こうやって人様の場所に

その場所を借りて商売、いわゆる営利事業を行うと

いうことについて、電気料これは負担するのは当然

ですよね。あと地代とか家賃、これは発生するのは

当たり前の話なんですよね。ですから条例のほうが

問題あるんじゃないかなというふうに思いました。

じゃあ、ここはこれで終わります。 

 じゃあ４番目へ行きます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○６番（菅沼 淳） 公共施設における自動販売機

に係る利益は、市の収入として市民のために使うべ

きと考えますが、市の考えはどうかお伺いをいたし

ます。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） お答えします。 

 議員御指摘のとおり、自動販売機を市が直接設置

すれば収益は市の事業の財源とすることができると

考えております。 

 これまで、各団体においては各自の団体の運営財

源としてきた経過ということもございますので、直

ちに全てを市が直接設置するという方向に転換する

ことは困難であるというふうに考えておりますが、

今後も税収の大幅な増加が見込めない中、貴重な財

源確保として研究をしていきたいというふうに考え

ております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） 今後の自動販売機の管理運営

について、大変前向きな御答弁と理解をいたしまし

た。 

 公共施設を利用する営利事業の意義、また御答弁
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にありましたように貴重な財源確保の観点からも、

市民の理解を得られる運営を検討していただければ

と思います。 

 それでは、最後の質問に行きます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○６番（菅沼 淳） ただいまの質問を踏まえて、

市が直接自動販売機業者と契約をし管理すべきと考

えますが、市のお考えはどうかお伺いをいたします。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） お答えします。 

 先ほどの答弁でもお答えしましたとおり、自動販

売機設置による収入は市のみならず各団体において

も貴重な財源というふうに今なっております。 

 一方で、現在は各施設により設置に関する取扱い

に差があります。先ほど言いましたように占用料を

取っているところと取っていないところ、そういっ

たところもありますので、県ですとか他市町の状況

なんかも研究をさせていただいて、今後、湖西市と

して統一した方針を考えていきたいというふうに考

えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） ありがとうございます。直接

契約することで貴重な財源となる収益はもとより、

市の財産である公共施設を利用する営利事業で得ら

れる利益は、やっぱ行政として分配すべきものと私

は考えます。 

 長年にわたる事業形態を変更することは、その調

整はなかなか困難で厳しいものと理解をいたします

が、公平公正で適正な事業運営であることを市民に

納得いただけるよう、検討をお願いしたいと思いま

す。 

 前向きな御答弁ありがとうございました。これで

私の質問を終わります。 

○議長（馬場 衛） 以上で、６番 菅沼 淳君の

一般質問を終わります。 

 次に、８番 高柳達弥君の発言を許します。 

  〔８番 高柳達弥登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、８番 高柳達弥君。 

○８番（高柳達弥） ８番 高柳達弥でございます。

湖西市都市計画の内容と進捗について（都市計画マ

スタープラン・立地適正化計画）を伺います。 

 今、人口減少や高齢人口の増加、そしてインフラ

の老朽化、環境負荷の考慮、都市整備財源の減少、

ガソリン等価格高騰など、様々な面から都市の形を

見直す必要に迫られています。 

 市街地が高密でまとまった環境負荷が低く、交通

利便の高いコンパクトなまちに誘導していく方向性

として、これまでの都市計画による取組に加え、生

活に必要となる医療・福祉・商業施設等の都市機能

や居住立地の適正化を図り、コンパクトで持続可能

な発展につながるまちづくりを求められております。 

 質問の目的。都市計画マスタープランの下、立地

適正化計画の施策進行状況と、計画的な進捗によっ

て都市構造の変化に対応した持続可能な発展につな

がるまちづくりを進めるため。 

 それでは、質問事項１番に入りたいと思います。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○８番（高柳達弥） 湖西市都市計画マスタープラ

ンの進行管理状況や湖西市総合計画の見直しに合わ

せたマスタープランの改訂が必要と考えるが、取組

をお伺いします。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。都市整備部長。 

  〔都市整備部長 小倉英昭登壇〕 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えをいたします。 

 都市計画マスタープランは、令和４年度と令和５

年度の２か年をかけて改定を行う予定でございます。 

 改訂の取組につきましては、浜松湖西豊橋道路の

計画ルートが絞り込まれ、湖西市内にインターチェ

ンジが設置される見込みであること、令和５年の夏

には仮称バッテリーロードの一部区間において供用

が開始されることなどから、少子高齢化による人口

減少が進展する社会において、湖西市が将来にわた

り活力あるまちとして持続可能な発展を遂げるため

に、それらインフラ整備と整合を図り、土地利用の

在り方を見直すものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 高柳達弥君。 

○８番（高柳達弥） 令和４年、５年度でかけて取
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り組むということでございますが、分かりました。 

 その中で都市の将来像ということで、これどうい

う都市の将来像にするかというのがあると思うんで

すが、今までのは豊かな自然と歴史ということで後

でありますけども、市の将来像ですがそれと同じに

なっておりますが、今回またこのプランを作成する

に当たりまして、この都市の将来像ということでま

た同じような形でいくとひとと自然、業、つながり

とこういうような形になると思うんですが、ここら

の都市像が実際マスタープランで計画していくに当

たりましてはもっと具体的にっていうことで、例え

ば倉敷市なんかの都市像の場合は、集約型のクラス

ターというような形でまちづくりをすると、倉敷市

の場合は地域が広いのでその各地域の地区の個性を

生かしたまちづくり、クラスター、ブドウの房のよ

うな形にすると、こういうのを単純で分かりやすく

なっていると思いますが、市の総合計画のこの都市

像というとちょっと、マスタープランをつくる場合

には都市計画ですのでちょっとまた具体的な形にも

っとしていただければと、私の希望です。 

 それからまた、基本理念についても今３つありま

すが、これらもそれに合わせた中でしていただきた

いなとそんなふうに思っております。 

 それが１番目の内容ですが、ちょっとほかの関係

でお話しますと、市街化調整区域にあるため自分の

土地でも家が自由に建てられないと、こういういろ

んな意見を聞きます。ということですが、調整区域

は乱開発を防止して市街化を制御すべき区域である

と規定されています。ただし、大規模既存集落地内、

また農家住宅、いろんなほかにもいろんな要件があ

りますが、規定がありますがそれ以外は建てられな

いということで法律で規定されているわけです。 

 では、調整区域にどこでも建てられるとすると住

宅と施設が点在して、それをつなぐ道路、水路など

インフラが長くなり非効率な整備となります。また、

集落周辺に住宅の団地をつくっても同じで、これら

非効率な施設の生活基盤を整備するには計画的な整

備の５倍以上の費用がかかるという試算があります。

そういうことで、これからは調整区域にある集落は

人口減少と高齢化、また若者の集落離れが進み将来

集落が縮小していくという傾向にあるじゃないかと

思います。それで、少子化の中で集落の人口が増え

なくても現状の人口を維持していくにはどうするか

ということで、それについては若者が定住し、人口

を維持していくためには魅力があり、利便性の高い

集落として生活環境を整備する必要があるじゃない

かと。それには、具体的には道路が狭くすれ違いが

できない、車が自由に家に出入りできないとか、ま

たデイサービスの車も入れなくて不自由な体で広い

道まで歩いて、出かけて乗るというようなこういう

ことが、そのほかにもいろいろありますけど、こう

いう集落の中の不便を解消するということが重要じ

ゃないかなとそんなことを思います。 

 そういうことで、若者からお年寄りが暮らしやす

い魅力ある集落づくりが集落の衰退を防ぐことにな

ると。そういうことで、都市計画マスタープランを

見直すに当たり、市街化区域の整備と併せ、調整区

域の市民の意見を十分に取り入れたプラン作成が必

要と考えますので、ぜひお願いしたいなとそんなふ

うに思います。 

 例えば集落の周りに、例えば住宅が建てられると

いうような状況があったとします。そうすると、そ

こで家が建てられるようになった場合に、例えば団

地にしてもそういうことした場合でも、調整区域で

交通の便が悪いところに、そこ団地にしたって人は

来ないと思います。来たにしても、それは田舎に住

みたいとかちょっと環境のいいところに住みたいと

いう人が三、四人来るだけで来ないと思います。そ

ういうことで、またそういうふうにしたにしてもそ

んな集落の周りにそういうとこがあれば、その集落

の人たちが常に不便だからそこへ住むようになると。

そうするとその集落が空洞化してしまうと、そうい

うことでそういう整備の仕方も考えていただきたい

なとそんなふうに思います。 

 ということで今言いましたが、次に２番目の。 

○議長（馬場 衛） ２番ですね。 

○８番（高柳達弥） 行きたいと思います。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○８番（高柳達弥） 改訂する都市計画マスタープ

ランでは、人口減少社会に対応したまちづくりを行
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っていくことになると思われるが、昨年度作成され

た湖西市立地適正化計画の実施状況について、評価

指標の達成状況や誘導施策の進捗状況をお伺いいた

します。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えをいたします。 

 現在、立地適正化計画では都市機能、居住、公共

交通の３つの分野において2040年の目標値を定めて

おります。 

 達成状況や進捗状況につきましては、５年ごとに

評価を行うとなっておりますので、施行から１年が

経過したところであるため、現在ではまだ評価をし

ておりません。 

 特徴的な取組として、居住誘導区域内の開発促進

策や民間企業のシャトルバスを利用したＢａａＳの

社会実験による拠点間アクセスの補完などにより、

評価指標達成に向け取組を進めているところでござ

います。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 高柳達弥君。 

○８番（高柳達弥） 分かりました。評価指標は先

ほど申しましたように都市機能と居住と公共交通と

いうような形で指標についてやりますが、それで20

年間でおける目標値ということですが、そこのとこ

ろに指標が載っているわけですが、そこら辺のとこ

ろを20年先、数値が載っていますのでもう少し５年

とか数値的にもうちょっと、これだけ達成目標です

よということを設定すればありがたいなとそんなふ

うに思います。 

 それから、居住誘導区域の中の人口密度っていう

の、これが中が大分建ててないところがたくさんあ

るところで、この状況の中でやっぱり集住率という

のを、人が集まって住むよ、集住率を上げていくと

いうことで、今の集住率はこのぐらいだから何年後

にはこのぐらいに集住率を上げたいよと、そんなふ

うなことも数値的にやっていただければ具体性が出

てくるじゃないかなと。 

 ということでちょっとお話しますが、人口が減っ

ても行政サービスなどを集中配分し、生活を持続可

能にするため、自治体は移住を誘導したり民間に開

発を促したりと対策を進めております。東海４県の

自治体の約半数で2020年までの10年間に、住民の居

住地を集中させる集住が進んでいるということで、

半数の自治体のほうでもそういう形で集住が進んで

いるような状況があるということです。 

 そういうことで、集住が進めば訪問介護の職員が

一定の時間内に巡回できる戸数が増えたり、自治体

が水道をはじめ行政サービスを効率運営できたりす

るなど様々な利点があると思います。 

 そういうことで、その今の集住率の関係ですが、

静岡県は全国で、静岡県の全体では集住率が61％で、

全国で15位というような形になっていますが、東海

４県ということで見ますと集住率、今東海４県の中

で10番までありますが、東海４県の中で５番目が御

殿場市で集住、１０年間の伸び率が10.1％、それか

ら富士宮市が7.2％、10番の最後が菊川市の６％、

６ポイントということです。それで、菊川市の場合

は10年で６ポイント増えたっていう理由につきまし

ては、駅周辺の道路整備を進めたためとそんなこと

でございます。 

 そういうことで、立地適正化計画は都市機能集約

のまちづくりということで、これにつきましては少

子高齢化の備えには不可欠なことだよと、都市の集

約のまちづくりというのは、ということで言われて

おります。 

 その中でもう一方のほうでは、こういうふうに進

めておりますが、郊外に商業施設とかいろんな施設

を郊外に建てられるとそういうことでありますが、

こういうことはやっぱりまちの顔である中心市街地

の空洞化が進むということで、そちらへ出て空洞化

が進むということでそういうことも大事ですが、今

の流れについては市はコンパクトなまちづくりをす

るという中で、そういうような市外にそういう施設

を造るっていうことは今のこれからのコンパクトな

まちづくりに対して、そういう方針と整合性が取れ

ていないとそういうような批判を受けているという

状況もあるということで、そこら辺の開発整備の仕

方というのもこれから考えていかなければならない

んじゃないかなとそういうことが言われております。 

 次にいいですか。 
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○議長（馬場 衛） 特に答弁はいいですか。 

○８番（高柳達弥） いいです。 

○議長（馬場 衛） じゃあ次の３番ですか。 

○８番（高柳達弥） ３番で。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○８番（高柳達弥） 立地適正化計画では、鷲津・

新所原地区における都市機能誘導区域や居住誘導区

域を定めているが、区域内の土地利用は都市計画で

定める用途地域を基本として住宅建設や都市施設の

建設が許可されることと考えてよいか伺います。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えをいたします。 

 市街化区域内でそれぞれの用途地域に適合した建

物であれば、立地適正化計画で定める各区域の内外

にかかわらず建築を行うことは可能でございます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 高柳達弥君。 

○８番（高柳達弥） 分かりました。鷲津地域が区

域になっているわけですが、駅を中心に都市機能誘

導区域については市役所を含めて52ヘクタールの地

域が指定されているということですが、市役所を含

めないと40数ヘクタールになると思いますが、それ

につきまして鷲津地区の都市機能誘導区域につきま

しては５つの区域があります。駅のところが商業地

域、それで周りが近隣商業地域、それでその南側で

すか、第二種の住居地域とか、一種住居地域とか中

高層とかこういうことで駅の周辺で細かく区域が分

かれているということで、この地域で、そういうこ

とを今言いましたように用途地域が５分類になると

いうことで、狭いところで多くの５分類があってそ

ういうことでそれぞれ用途規制というかそういうの

があるところでうまく誘導ができるのかということ

で、またその中に都市誘導が、都市誘導施設の予定

施設ということで７施設をその中へ誘導するという

計画になっていますね。そういうことで誘導する中

でまた５つの細かいので、さっき説明したけどその

とおりにやっていくということですが、そんなこと

でできていくのかとそれが一つの疑問と、今都市計

画、用途の分類がありますがもう少し分類を見直し

て少なくするという方法もあると思うんですが、こ

れは都市計画のほうで変えなければいけないのでち

ょっと難しいところもありますが、この都市機能誘

導区域がうまく機能するかというのがちょっと分類

が細か過ぎて、そういうことでそれが問題じゃない

かというのと、それだったらちょっともう少し見直

したらどうかと、ここら辺は難しいところがありま

すが、ちょっとあまり踏み込んでいけないと思いま

すが、そこら辺こういうふうにしたほうがいいんじ

ゃないかというのがあればお話いただければ、こう

いうふうにしなければいけないというわけじゃない

ですので、どうでしょうね。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えいたします。 

 御指摘のように鷲津の駅前周辺につきましては、

非常に用途が入り乱れているじゃないですけども多

くの用途を指定、張ってあります。どうしても人が

集まるところにつきましては、商業施設を持ってき

たい、そんな展開をしていただきたいというのもあ

りますし、駅の近くであればあるこそ上空の空間を

上手に使ったまちづくりっていうのも必要になりま

す。 

 今のところ、湖西市の鷲津周辺だけでいいますと

デコレーションケーキ的なそんな用途になっている

ところがありますので、一度内部で検討をしてみた

いなというふうに思っています。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 高柳達弥君。 

○８番（高柳達弥） この区分については、用途区

分の区分ですが、全体では13地域区分になっていて

住居系が８ということで１つ増えたわけで８と、そ

れで商業系が２つと、それで工業系が３つと、それ

で13になるわけですが、商業系の２つはこういう形

で駅の中心、その外縁ということになりますが、こ

のやっぱり住居系のところを、同じ住居系ならそん

な細かく分けることもないじゃないかとそういうこ

とで思っておりますので、今変えるにつけてもやっ

ぱり県の、市で単独で決めるわけじゃいけないし、

県とか国の考え方もあるものですから難しいところ

もありますが、先ほどの説明ですとこの区分どおり

きっちりやるよということの説明でしたですが、そ
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こらがそうした場合にうまく誘導できるかなってそ

こらが一番心配するところであります。 

 それでは、４番目に入りたいと思います。 

○議長（馬場 衛） ４番目ですね、どうぞ。 

○８番（高柳達弥） 居住誘導区域内において、未

利用地等を活用しながら住宅用地の開発促進のため

土地を提供する人、土地の開発を行う事業者へ補助

する制度を創設したが、その状況をお伺いいたしま

す。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えをいたします。 

 現時点で補助金を交付したという実績はございま

せん。 

 これまで、土地を提供する立場の地権者から具体

的な位置を踏まえた相談が３件、土地の開発を行う

事業者からの相談が３件来ております。 

 宅地の開発行為につきましては、複数人の地権者

や開発事業者の合意に調整が必要であったり、手続

に時間を要することから、それぞれの様子を注視し

ていくとともに、今後も中長期的な視点をもって未

利用地などの活用が図れるように取り組んでいきた

いというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 高柳達弥君。 

○８番（高柳達弥） 分かりました。まだ制度が始

まったばっかりなものですから、まだこれからの話

になると思いますが、そういう形で進めていただき

たいなと思うんですが、鷲津の土地は高くて買えな

いとこういうことを言われます。それなら浜松市と

か豊橋市のほうで安い土地を買って住みたいと、こ

ういうのが結構お話があるわけですが、でもそうい

うことは鷲津地区に住む魅力、価値がある場所であ

れば高い土地でも買って住みたいとそういう形にな

ると思います。そういうことでこの鷲津地区を住み、

生活に魅力あるまちづくり、住環境等の整備を進め

れば高い土地でも買って住むよと、ほかでは何千万

円という土地でもそこへ住みたい、必要があればそ

この土地を求めて住んだりそういう商売をやるとい

う形ですので、鷲津地区をそういう住みたいよとい

うような魅力的なまちをまずつくるという形を考え

ていかないと、やっぱり居住者がここへ集まってこ

ないということで、こういう今言われた施策を打っ

てもそんなお金くれても、鷲津にあまり住んでもそ

んな利便性も何も、それで町なかに住んでいても買

物は車で郊外に行かなければいけないと、町なかじ

ゃ何にも用が、ただ住むだけだよとそういう魅力が

なければやっぱり鷲津に、いろんなインセンティブ

与えても住まないと、そういうことでやっぱり立地

適正化計画を基にもっと鷲津のまちをどうしたら住

みやすくして、それで皆さんがここへ住みたいよと

いうようなことにすることがこれから大事じゃない

かなということで考えていただきたいなとそんなふ

うに思います。 

 それでは５番目に。 

○議長（馬場 衛） 最後ですね。 

○８番（高柳達弥） 新居地区は関所を中心に宿場

町として発展した地域である。立地適正化計画にお

いて、都市機能誘導区域や居住誘導区域に含められ

なかったが、地域拠点として位置づけられており、

湖西市の主要な都市として発展を牽引する役割を担

うべき地区だと考えます。 

 今回改定を行う都市計画マスタープランにおける

まちづくりの方向性や、立地適正化計画における新

居地区の課題をお伺いいたします。 

○議長（馬場 衛）市長、お願いします。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 今の御質問の前にその前の点で、まさに議員おっ

しゃるとおりで鷲津に限らずですけれども、これは

新所原駅周辺とかもそうですが、我々も住みたくな

るようなそういった、せっかく立地適正化計画をつ

くって誘導していくということは大事だと、先ほど

のインセンティブもそうですけれどもこれは継続し

てやっていきたいなと思っております。 

 あとは肝心なのは、市の土地、自由にできる土地

ではなくて、どうしても地権者さん、地主さんの御

意向もあるものですから、そこにさっきのインセン

ティブに関しても苦労しているわけですけれども、

こう言ってはあれですけれどもいろんな代替わりだ

ったり様々な相続だったり、そんなことが今どこで

も高齢化したりしていきますので、そういったこと
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も組み合わせながらといいますか、御意向を酌みな

がらいい形でこういった土地開発が、まさに市街化、

特に市街化区域に関しては有効活用が進むようにや

っていきたいというのはおっしゃるとおりだと思い

ます。 

 そして今、新居地区に関しても御質問いただきま

したので、まずは全体的なお話としてさせていただ

きますと、まず先ほど部長からもありましたけれど

も、そもそもの都市計画のマスタープラン自体は今

回２年間でやっていきますが、今年度、令和４年度

に関しましては市内の全域の現状と課題という整理

を今改めて行って、全体構想をつくらせていただい

ております。そして、来年度に具体的な地域別の構

想を固めていくというスケジュールでやらせていた

だいておりまして、この新居町の駅周辺が市内の５

つの区分がありますけれどその中の東部地域という

ことでさせていただいております。 

 このマスタープランにおいて地域の目標っていう

のが３つありまして、これ理念的ではありますけれ

ども１つ目が水辺の環境ですとか自然観光の資源を

活用をしてにぎわいをあるまちにするというのが１

点目。また、２点目がそういった自然環境への備え、

昨日もありましたけれどもこういった災害に関して

の備えが充実をしてコンパクトで利便性の高いまち

というのが２点目になっております。３点目に関し

ましては既存の産業、今の産業の維持・発展と新た

な産業の立地による活力あるまちという３点で地域

目標を掲げさせていただいて、この３つに基づいて

まちづくりを進めていくという方針になっておりま

す。 

 ここで、新居地区につきましてはやはり立地適正

化計画の策定のときもそうでしたけれども、やはり

都市機能誘導区域とか居住誘導区域を設定する中で

災害、特に津波による浸水が想定をされるというこ

とで、含めないことになっておりました。しかしな

がら、やはり昨日の御質問にもありましたとおり、

これから津波避難タワーの整備が終わって、まずは

命を守ることに関して、逃げることに関しては整備

ができましたので、次のステップとして今年、来年

で防潮堤の整備計画、どこまでやるべきか、できる

のかということを津波災害の地域づくり推進計画で

定めていきますので、その中で防潮堤の整備計画を

どこまでやるか、できるか、やるべきかということ

を定めた上で見直しを行っていくという形で、これ

から新居に関しての立地適正化計画の見直しも当然

あり得るかというふうには思っております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 高柳達弥君。 

○８番（高柳達弥） 分かりました。新居地域につ

きましては、地域拠点という形になっております。

ということで、その新居の地域拠点から鷲津の都市

拠点へつなぐと。それから新居地区は、地域拠点で

あっても浜松市への広域連携拠点でもあるというこ

とで、また新居からは白須賀集落拠点への流通拠点

になるということで、新居地区というのは本当の周

りの周辺の地域との連携軸になるんですが、それを

そういう拠点となる重要なところですので、そこら

辺を十分そういうプランにおいて、そういう連携軸

を保つような計画というものを考えていっていただ

きたいなとそんなふうに思います。 

 そういうことで質問は終わりますが、今都市計画

区域ばかり言ったんですが、市街化調整区域にある

集落というのは７地区あります。そういうことで大

知波、入出、新所、古見、吉美、白須賀とこういう

ような７地区が集落拠点となっていて、この地域と

の流通を流通軸となっているわけですが、そういう

ことで集落拠点として地域コミュニティの核となる

生活サービス施設や公共交通の利便性が比較的高い

地域にありますが、市民の日常活動には拠点間の移

動手段である公共交通のさらなる整備が必要という

ことで、高齢化が進む中でこの公共交通の整備は本

当に大事なことではないかとそういうように考えて

おります。 

 そういうことで市街化区域内の都市拠点、地域拠

点と調整区域の集落拠点が拠点間の相互の連携によ

り、スムーズに結ばれていくことが湖西市の持続可

能なまちづくりであると考えます。 

 ということで、これからつくっていきます立地適

正化計画により着実なまちづくりが進むことを願い

まして、これで質問を終わりたいと思います。 
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○議長（馬場 衛） 以上で、８番 高柳達弥君の

一般質問を終わります。 

 ここで、お昼の休憩を取りたいと思います。 

 暫時休憩といたします。再開は13時とさせていた

だきます。 

午後０時01分 休憩 

───────────────── 

午後１時00分 再開 

○議長（馬場 衛） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

 ただいまの出席議員は16名です。 

 一般質問を続けます。 

 次に、３番 滝本幸夫君の発言を許します。 

  〔３番 滝本幸夫登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、３番 滝本幸夫君。 

○３番（滝本幸夫） ３番 滝本幸夫でございます。

一般質問いたします。 

 湖西市の農業の持続的な発展に向けてということ

で質問いたします。 

 質問しようとする背景や経緯。農業従事者の高齢

化や後継者、労働者不足、離農する農業者の増加に

加えて荒廃農地の増加、これらの事柄に対する打開

策をどのように結びつけるか。 

 農業の衰退は産業復興・環境整備・保全にも大き

な影響を及ぼすことが考えられます。今後、形を変

えながらもどのように持続していくかを問われてい

る、そんな問題であると思われます。 

 質問の目的、働くまちから働いて暮らすまちへと

いう湖西市の今後やっていかなくてはいけないテー

マです。職住近接農業版ということで一応考えてお

りますが、総合計画の一翼を担う農業の2025年まで

の具体的な計画をいかに進めていくかということを

伺いたいと思います。 

 じゃあ質問へ行きます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○３番（滝本幸夫） １、耕作放棄地や未耕作地の

活用法を今後どのように進めていくかをお答えくだ

さい。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。産業部長。 

  〔産業部長 太田英明登壇〕 

○産業部長（太田英明） お答えします。 

 現在、基盤整備済みの優良農地を中心に、耕作放

棄地などの実態把握と発生防止解消を目的とし、農

地利用状況調査を毎年実施をしております。 

 この調査により、耕作放棄地などと判定された場

合、土地所有者に対しまして貸付け希望等の意向調

査を実施をし、農地中間管理事業や市の農地銀行等

に情報登録ができる旨を案内をしております。 

 当該農地を認定農業者など担い手へあっせんする

ことにより、農地の集積・集約を進めており、令和

３年度末までに約31ヘクタールが担い手に集積をさ

れております。また、認定農業者などの担い手から

耕作放棄地の借受け希望があった場合には、県及び

市の荒廃農地再生集積促進事業の補助金を活用し、

再び農地として活用する取組を後押しをしており、

令和３年度末までに約６ヘクタールが農地として再

生をしております。 

 今後も、農業委員会やＪＲとぴあ浜松、湖西用水

都市改良区など関係機関と連携をし、優良農地を中

心に現状の耕作状況及び今後の耕作予定を農地１筆

ごとに把握するなど、農地の利活用を促進してまい

ります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 滝本幸夫君。 

○３番（滝本幸夫） 今お聞きした内容としてはよ

く分かりましたので結構です。それと、１つだけち

ょっと苦になるのが、貸付け希望等の意向調査です。

これを徹底していただくということとそれからある

程度の年齢です。お答えができないとかそういう状

況になっている方がいらっしゃる場合が考えられる

ものですから、その辺を少しまた手厚く見ていただ

ければなと思います。特に耕作放棄地がかなり広い

ものですから、その辺だけよろしくお願いしたいと

思います。 

 じゃあ２番目へ行きます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○３番（滝本幸夫） 農村環境の保全のために、地

元ＮＰＯ法人などとのコラボレーションを考えてお

りますか。 
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○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） 農村環境の保全につきま

しては、農振農用地区域、いわゆる青地の農地を中

心とした区域内の道水路などの農業用施設の維持管

理や、景観維持のための活動に対しまして多面的機

能支払交付金を交付しております。 

 現在、新所前向地域におきましてＮＰＯ法人と耕

作組合による共同活動組織が交付金を活用して、道

路、ため池の草刈り、ビオトープの整備などの活動

により農村環境の保全に貢献をしていただいており

ます。 

 今後も、地元ＮＰＯ法人と農業者が連携をし、農

村環境の保全に資する活動を支援してまいりたいと

考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 滝本幸夫君。 

○３番（滝本幸夫） 大変ありがたいことだと思い

ます。ＮＰＯ法人というのはやはりボランティア感

覚の集合体なものですから、非常に自分たちが苦に

なっているところを直そうよという意識を持ってや

っております。 

 実際に、我々の地区でも同じように立ち上げまし

たけれども、なかなか思うようには進まないってい

う部分がたくさんあります。その中で、御協力いた

だける市の行政の協力体制をしっかりつないでいく

ということと、新所の方の前向の地域においてって

いうこの部分ですけども、同じようなことを多分や

っていらっしゃるとは思うんですけども、やはり湖

西市として考えるのであれば、どういうことをどの

ようにやっているのかっていうお話をしてみたいな

と思いますのでまた御紹介ください。よろしくお願

いします。 

 じゃあ次へ行きます。 

○議長（馬場 衛） ３番ですね、どうぞ。 

○３番（滝本幸夫） ３番目です。スマート農業の

推進とは具体的にどのようなことを行う予定ですか。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えします。 

 具体的には、市内企業が開発をした有害鳥獣を超

音波で寄せつけなくする圃場実験のための地元農業

者とのマッチングや、白須賀地区でのキャベツの生

産における栽培管理工程に合わせた自動畝立て機な

どの先端技術導入のための圃場の実証実験をとぴあ

浜松と連携をして実施をしました。 

 また、今後は吉美地区で予定をされています再基

盤整備の際、ＩＣＴを活用した水田の水の管理シス

テムの導入などを地区内の担い手と協議をするなど、

高効率で高収益な農業経営を実現するために、関係

機関と連携を図ってまいります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 滝本幸夫君。 

○３番（滝本幸夫） 今これちょうど白須賀地区で

のキャベツの生産におけるっていうところが出てき

たものですからちょっとお話をさせてもらうと、私

もよくこの頃キャベツの今植付けの時期にそろそろ

入ってきているんですけれども、話しする機会もあ

るものですから、先端技術導入のための実証実験っ

ていうのの内容をできるだけ早く速やかに皆さんの

現場のほうに伝えていただいて、活用できるように

ということでお願いしておきたいと思います。よろ

しくお願いします。 

 じゃあ次へ行きます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ、４番目ですね。 

○３番（滝本幸夫） ４番目、畜産振興の豚肉のブ

ランド化は第一歩を踏み出しております。実際に、

売っているところも見にいきましたし買ってきまし

た。ですけども、その畜産臭気対策チームの今後の

より高い技術力を発揮できるかどうかを伺いたいと

思います。 

○議長（馬場 衛） 副市長、お願いします。 

○副市長（山家裕史） お答えいたします。 

 令和３年度より畜産臭気対策チームを部局横断的

に組織し、臭気の測定や分析など、継続的に畜産臭

気対策に取り組んでいるところであります。また、

令和３年度に市内の養豚事業所において、次亜塩素

酸水を活用した消臭装置の実証実験を、県の中小家

畜研究センターと共同で行いました。 

 令和４年度からは、市内養豚事業者への導入、横

展開も見据えて中小家畜研究センター、次亜塩素酸

水生成器メーカー、また市内企業とも連携し、企業
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の持っている高い技術やノウハウを活用して、臭気

対策と生産性の向上を併せた新たな設備について検

討を行っておりますので、今後、詳細が決まり次第、

公表してまいります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 滝本幸夫君、いかがですか。 

○３番（滝本幸夫） こちらの臭気対策については、

現在も継続中でいろいろなことをやっていただいて

いるわけですが、次亜塩素酸のいわゆる実証実験っ

ていうか連携して研究されているということなんで

すけども、このことも近くに大きな養豚場ができる

と必ず周りから聞かれる問題っていうのがありまし

て、私も知識がちょっと薄いものですから非常にそ

の辺はまだ勉強不足だなと思っているんですが、そ

ういうこともできるだけ早く伝わるように、養豚業

者じゃない方も当然臭いですので絡んできますので、

その辺も含めて周知していただければなと思います

んでよろしくお願いいたします。 

 じゃあ次へ行きます。 

○議長（馬場 衛） ５番目ですね、どうぞ。 

○３番（滝本幸夫） 地産地消に向けた産物の生き

た使い方について、市の考え方を伺いたいと思いま

す。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えします。 

 地産地消につきましては、50周年記念事業として

期間限定ではございますが既存ブランドのとぴあポ

ークのうち湖西市産のものを湖西ポークとして現在、

市内スーパーを中心に精肉及び加工のウインナーを

販売をしております。 

 また、それに合わせましてＪＡとぴあ浜松養豚協

議会様から肩ロース218キロの寄贈を受けまして、

学校給食を通じて市内全小中学校の児童生徒に提供

をいたしております。 

 今後は、ご当地グルメプロジェクトによる地産地

消の推進や湖西市で生産された農水産物を広く周知

するためのロゴマークなどにより、ＰＲを予定をし

ております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 滝本幸夫君。 

○３番（滝本幸夫） やっぱ都会暮らしとかをしま

すと、私も都会暮らしをしたんですけれどもおいし

いものというのは自分が食べるとよく分かるんです。

子供たちにおいしいものをいっぱい食べさせるとい

うのは非常にいいことだと思うんですよ。湖西で食

べたのはうまかったなって、学校行ったりとかあち

こち出歩くと思うので、これから子供たちも。そう

すると、そのよさっていうのは余計に分かってくる

と思いますし、歴史をつくっていくっていう意味で

は非常にこれ大事なことじゃないかと思うんで、そ

ういうのをどんどんやっていただいて、売出しをす

るとかそういうことじゃなくてもどんどん拡大して

売っていただくとか、そういうのはどんどんやって

もらいたいなと思いますので、できる限り多くの子

供たちにおいしいものを食べさせるということはぜ

ひお願いしたいなと思います。よろしくお願いしま

す。 

 次へ行きます。 

○議長（馬場 衛） これは６番目、最後になりま

すけどよろしいですか、どうぞ。 

○３番（滝本幸夫） 認定農業者の支援に向けて、

新規就農者・広域化やあっせんをしてはいかがです

かということです。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えをします。 

 認定農業者の増加に向け、新たに経営改善計画を

策定をし、認定を受けたい農業者に対しましてＪＡ

とぴあ浜松と協力をし、計画策定に関する相談を開

催をしております。 

 また、新規就農者向けの制度を活用し、新たに農

業を開始したい方に対しましては県と連携をし、積

極的に相談を受付をしております。 

 さらに、地区ごとの人・農地プランに基づき、地

域内の担い手が減少し、他市町からの入り作を希望

する地域について、県と情報共有をしながら農地の

マッチングを行っており、新所地区を中心に浜松の

農業を営む法人へ、令和３年度までに約7.5ヘクタ

ールを集積をしております。 

 今後も、市内農業者が減少する中で、市内外の認

定農業者など担い手に、積極的に農地の集積・集約
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を図ってまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 滝本幸夫君、いかがですか。 

○３番（滝本幸夫） この一般質問の原稿を作る際

に、いろいろ下話をさせていただいたんですけれど

も、実際に私が住んでいる白須賀地区で大規模な水

害っていうかありました。そのときに、農業の方が

本当に10人も下らないぐらいに訪ねてきてどうした

らいいかということを聞かれた場合、そのときに私

も答えようがなかったものですから、いろいろここ

で教えてもらったこともありますし、それ以上のこ

ともあったと思うんですけれども、結局その組織を

きちっとするということをやらないと、これからの

農業もどんどん廃れていっちゃうよということは話

をさせてもらいました。ですから、補助金がないん

じゃなくて組織をつくれば出るんだよということを

きちっと話をして、納得したかどうかはちょっと分

かりませんが話をさせてもらいました。そういった

ことも進めていっていただければ、我々当然動かな

きゃいけないですけれども、それと同時に市のほう

でも動いていただいて、こういう形にしたければこ

うすればいいんじゃないっていうのをもう少し広げ

ていただけたらありがたいなと思います。 

 以上で終わりたいと思います。ありがとうござい

ました。 

○議長（馬場 衛） 以上で、３番 滝本幸夫君の

一般質問を終わります。 

次に、10番 佐原佳美さんの発言を許します。 

  〔10番 佐原佳美登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、10番 佐原佳美さ

ん。 

○10番（佐原佳美） 10番 佐原佳美でございます。

通告に従いまして、３題質問をさせていただきます。 

 主題の１です。令和５年度末閉園予定の市立新所

幼稚園の利活用についてです。 

 質問しようとする背景や経緯は、本年５月27日の

議員全員協議会で、突如「新所幼稚園を令和５年度

末（令和６年３月31日）をもって閉園する方向で調

整する」との報告が教育委員会よりありました。東

小学校区内の対象年齢の幼児の動向調査をしたとこ

ろ、新所幼稚園への入園希望ゼロが今年度から続く

という理由でした。市民ニーズであれば致し方ない

ことですが、新所幼稚園の立地場所は、以前新所小

学校があり、現在の遊戯室兼講堂、愛称でにこにこ

ホールといいますが、それは体育館で新所区民のみ

ならず剣道、ほかのクラブ活動に市民が利用してい

ました。 

 平成14年の新所幼稚園建て替えに伴い、体育館も

解体され、にこにこホールが新築されましたが、そ

こは新所自治会と市の協議で現在も地区社協主催の

いきいきサロンなど、自治会や区民のサークル活動

で利用しています。 

 新所自治会は、新所幼稚園閉園の新聞報道も見て、

活動拠点のにこにこホールや併設の調理室などが令

和６年度以降もこれまでどおり利用できるのか大変

危惧し、６月に自治会長名で影山市長ほか関係部署

へ新所幼稚園閉園後の施設活用に関する要望書を届

けています。また、私が本年３月議会一般質問で、

発達に課題を持つお子さんは市内に１日コースの療

育センター、今は児童発達支援という呼び方ですが、

そういう事業所がないため浜松市や豊橋市まで保護

者と通っている。子育て支援センター（のびりん）

に療育センター機能を一部設けて、運営を民間の専

門機関に委託して機能強化するお考えはいかがと提

案しました。その際、民間の専門機関などの意見を

聞き、研究したいとの御答弁をいただいていますの

で、その研究結果もお聞きして、その答弁の結果を

もって併せて新所幼稚園の利活用について検討して

いただきたく確認したいところです。 

 質問の目的は、新所幼稚園閉園後の施設を新所区

民の自治拠点及び発達に課題があるお子さんの療育

支援も担うインクルーシブ型の子育て支援拠点に利

活用してほしいためです。 

 では質問に入らせていただきます。 

 １番、新所自治会より提出されている要望書の内

容は、閉園後は市所有の施設として売却や解体をし

ないこと、新所自治会がにこにこホール及び関連施

設をこれまでどおり利用できること、園舎を災害時

のいっとき避難場所として整備することとあります

が、それらに対する市の考え方はいかがでしょうか。 
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○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。市長。 

  〔市長 影山剛士登壇〕 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 新所幼稚園に関しましては、先ほど議員からもあ

りましたし、前に教育委員会からでしたかお話をさ

せていただいたかと思いますけれども、市内での民

間の保育園の増設といいますか開園状況ですとか、

公立でも今こども園化が進んでまいりました。また、

今議員からもあったとおり、園児数の状況などから

も令和５年度末に閉園をする予定とさせていただい

ております。 

 そして、その後の利活用につきましては、この幼

稚園の園舎を一部改修させていただいて、子育ての

支援施設、子育て支援の関連施設という形で使用す

ることを予定をさせていただいております。そのた

め、これは６月でしたか、今議員おっしゃったとお

り新所の自治会の皆さんいらっしゃっていただいた

ときにも明確に申し上げた記憶がありますけれども、

閉園後に施設を売却ですとか解体するということは

考えていませんというか予定をしておりません。こ

れが１つ目の回答になろうかと思います。 

 また、２番目のこの関連施設につきましては、現

在と同様、にこにこホールだとか僕も自治会などで

呼んでいただいて行ったりさせていただいておりま

すけれども、こういった形での地域の方々、自治会

の皆さんはじめ地域の方々が利用できるような形を

続けたいというふうに考えているところでございま

す。 

 ３番目の御質問にあったかと思いますけれども、

一時避難場所につきましては、これは何よりも地域

の皆さんが安全に避難ができると、そういう場所に

避難ができるということが必要だと思っております。

現在は、むつみ荘などがこの周辺だとあろうかと思

いますけれども、そういった既存の指定されたとい

いますかそことの施設の関連を含めて、引き続きそ

ういった場所の確保、こういった今の新所幼稚園の

跡の利活用も含めて考えてまいりたいというふうに

思っております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん、いかがですか。 

○10番（佐原佳美） ありがとうございました。子

育て支援の関連施設として使用することを検討中と

いうこと、それから自治会はこれまでどおり利用可

能という御答弁をいただき安心しました。 

 そしていっとき避難所としてっていうのは、今後

検討、施設利用の方針が決まった段階で検討してい

くという御答弁であったと思いますが、ただ、いろ

いろ一部改修してという御答弁もありましたとおり、

設計図というか改修図面なんかをつくっていくとき

に、やはりいっとき避難所として活用するってなる

と防災備蓄庫の整備だとか防災関連の、やっぱりそ

れに付随した改修も頭に入れていっていただきたい

ので、できてからでは後の祭りというか、ちょっと

それからまた手を加えるっていうことも予算的にも

おかしいかなと思いますので、ぜひとも、後のほう

からも出てきますが新所幼稚園はそんなに大きくな

いので大勢の人の避難場所にはなりませんけれども、

避難所としての機能を整備していくことも再利用の

ときの設計段階で考えていただきたいんですが、ち

ょっともう一回その辺をいかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 危機管理監、お願いします。 

○危機管理監（安形知哉） お答えいたします。 

 避難所として活用するときに、長期に使う場合の

避難所については備蓄等のものの管理する場所が必

要なんですが、例えば土砂災害とか何かに一時的に

避難するときについては、そういう備蓄庫というの

は必要はございませんので、今後の活用の仕方によ

って備蓄庫が要るか要らないか、その辺りをまた検

討してまいりたいと思います。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） また２番目のほうでも聞いて

いきますので、分かりました。自治会からの要望に

関しては分かりました。１番はありがとうございま

した。 

 では、２番のほうに行きます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○10番（佐原佳美） 閉園後の新所幼稚園施設を発

達に課題のあるお子さんの療育、治療と教育を併せ
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て療育っていう言い方を以前はしていたんですけど、

今は児童発達支援という表記に変わりましています

が、そういうインクルーシブ型の一般の子たちと分

け隔てない形での、発達に課題を持つお子さんも含

めての子育て支援拠点にリニューアルしてはいかが

かというテーマです。 

 その①番目、３月議会一般質問で子育て支援セン

ター（のびりん）に療育支援機能を拡充すべく、民

間の専門機関に運営委託するのはいかがかと私が提

案して研究するという御答弁でしたが、その３月か

ら数か月ではありますが、その間の研究結果はいか

がでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部理事。 

○健康福祉部理事（鈴木祥浩） お答えいたします。 

 市といたしましては、既存の子育て支援センター

（のびりん）での現行事業を充実させていくことは

もちろん、発達に課題のある児童への支援の強化も

考えており、発達支援については市職員が専門的な

研修を受け、スキルを習得するなど、今ある人材を

活用して関係部門と連携しながら事業を推進してい

くものとしております。 

 よって、現時点ではのびりんについて民間の専門

機関に全てを運営委託することは考えておりません。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） 分かりました、ありがとうご

ざいます。のびりんの民間委託運営は考えてないと

いうことで、今御答弁の中には職員を、発達に課題

のあるお子様たちへの療育事業などもする専門的ス

キルを習得してもらって、発達に課題のある児童へ

の支援の強化もしていくということですが、じゃあ

発達に課題のあるお子さんへの支援の強化とは、の

びりんで行う事業としては、今既にあってそれを拡

充するのか、今どのような取組を予定していらっし

ゃいますか、のびりんではもちろん発達に課題のあ

る児童への支援は強化しますよというその中身です

が。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部理事。 

○健康福祉部理事（鈴木祥浩） 後ほど新所幼稚園

のほうの利活用の関係でも出てくると思いますけれ

ども、発達支援に関する事業者のほうへ職員を派遣

して研修を受けていただきスキルを身につけていた

だくということで、何人になるか分かりませんが今

の段階ではそういうところでスキルを身につけてい

ただくと。うちの子ども家庭課として、のびりんに

もまた今調整、予定しております新所幼稚園のほう

にも職員をつけてその辺の事業を展開していくとい

う構想で今考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） 分かりました。あと新所幼稚

園の利活用のところでも繰り返しになることの御答

弁を先に一部いただいたかなと思います。 

 じゃあ、今ある既存のそういう児童発達支援の施

設へ職員を研修に行っていただいて、スキルアップ

を図って対応して、のびりんでも新所幼稚園跡でも

やっていきたいということですね、分かりました。 

 では、特別な何か資格を取ってもらうっていうこ

とではなくて、経験を積んでいただくっていう研修

でしょうか、職員のスキルアップは。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部理事。 

○健康福祉部理事（鈴木祥浩） 特別な資格という

ことは想定しておりませんが、現場でスキルを身に

つけていただく、ＯＪＴといいますか現場で働いて

いただいていろんなものを吸収してきていただいて、

支援の仕方を身につけていただくというふうに考え

ております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） あとの新所幼稚園のほうでと

言いましたけど、ちょっとお聞きするの忘れちゃう

といけないので、今おっしゃった中で子ども家庭課

からも職員をのびりんのほうと新所幼稚園のほうに

も向けて、発達に課題のあるお子さんへの支援の強

化をしていくってこともおっしゃられたかと思うん

ですけど、もう一度ちょっとその辺を教えてくださ

い。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部理事。 

○健康福祉部理事（鈴木祥浩） 子ども家庭課がま

ず発達支援の関係の担当部署になりますので、その
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部署として子ども家庭課が関わって、スキルを身に

つけていただく研修を実施していくと、そこにどう

いう形になるか分かりませんけども、人事異動とか

そういうものも関係してきますので、今の段階で細

かいことは言えませんが、子ども家庭課として研修

に行っていただいて発達支援につなげていくという

ことで、そういう意味で御答弁させていただきまし

た。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） 子ども家庭課の職員も研修を

受けるということですね、のびりんにいる保育士さ

んとかだけでなく。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部理事。 

○健康福祉部理事（鈴木祥浩） 基本的には、事務

職員はそういう研修には行かない想定でありますけ

ども、技術職員、具体的に言いますと保育士さんと

かになろうかと思いますが、そういう方々に研修に

行っていただくという意味でございます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） 分かりました。一生懸命学ん

でいただいて、スキルアップを図っていただきたい

と思います。 

 のびりんでは本当に今多くの事業も、毎月のびり

んのお便りも頂いていますし、いろいろな事業や行

事が定着して放課後児童クラブも入っていらしたり

して、運用を変更していくっていうのは本当に難し

いことだと思います。そこで、新所幼稚園を児童発

達支援の機能を持つ子育て支援施設へという転換を

したいという提案として、じゃあ②のほうに行きま

す。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○10番（佐原佳美） 新所幼稚園は段差解消などの

ユニバーサルデザインで建設されているためか、こ

れまで東小学校区以外の肢体不自由のある幼児が多

数通園して成長して修了されている姿を拝見してき

ました。 

 施設の利点を生かし、理学療法士や作業療法士な

どの専門職が常時いるわけでもなく、１週間のうち

の何日かでも１日コースで療育や訓練ができる日も

あるというインクルーシブ型の子育て支援施設にし

てはいかがでしょうか。 

 ちょっと繰り返しになりますけれども、のびりん

ではやらない、なので新所幼稚園の内容をお願いし

たいわけです。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部理事。 

○健康福祉部理事（鈴木祥浩） お答えいたします。 

 閉園予定として調整している新所幼稚園の活用に

ついては、先ほど市長からもありましたとおり子育

て支援関連施設として活用することを検討していく

ということでございます。 

 また、施設の利用は全てのお子さんを対象とする

ものでありますことから、そういう意味ではインク

ルーシブ型の子育て支援施設であると考えますが、

様々な考え方がある中で、その施設で例えば医師の

指示に基づく医療的な訓練などの実施やそれらに必

要な設備の詳細については、関係部門間の連携によ

って研究・検討しながらできること、それから必要

なものを付加していくことは必要であると考えてお

ります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） ありがとうございます。今の

御答弁だと全く駄目ではなくて、広い意味ではイン

クルーシブだし、昔よく言った療育、治療と教育と

いう今は児童発達支援という言い方ですけれども、

そのドクターの指示に基づいて、先ほど私が言った

理学療法士、作業療法士というような、あるいは心

理やもちろん保育士ですけれども、そういうことも

加味したことも必要とあらば付加していくという御

答弁と理解してよろしいですか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部理事。 

○健康福祉部理事（鈴木祥浩） できること、必要

なものを付加していくという意味でございますので、

その検討の結果、そういうものが必要であるという

ことであればそういうふうにしていくということで

よろしいかと思います。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 
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○10番（佐原佳美） ありがとうございます。まだ

まだ、最初の市長さんの新所自治会の要望への御答

弁でもそうでしたけれども、これから具体的な利活

用計画が検討されていくというふうに思いました。 

 詳しいことは述べられないという前提、前置きも

されていましたけれども、今の御答弁などは本当に

ちょっとうれしいというか希望のある御答弁でうれ

しいんですが、一応この新所幼稚園の、来年度もう

一年は運営するわけですけれども、新所幼稚園とし

て。今子供たちがいたりすれば、すぐ改修とかはで

きないとは思いますけれども、じゃあ令和６年の４

月１日以降、リニューアル改修とかしてくときの内

容とそのスケジュール、リニューアルをしたらじゃ

あ新たな子育て支援施設としていつ頃オープンする

のかとか、事業内容の選定はいつまでにするとか、

ちょっと私言っていること前後していますけれども、

そんなタイムスケジュールは今ありましたら教えて

いただけますか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部理事。 

○健康福祉部理事（鈴木祥浩） 令和５年閉園とし

た場合の仮定のスケジュールとなりますが、お答え

させていただきます。 

 令和５年度末の閉園の方向で調整しているところ

でありますので、閉園までの間は教育委員会の管轄

となっております。令和５年度末の閉園を前提とし

ますと、令和６年度に健康福祉部に移管することに

なろうかと思います。子育て支援関連施設として必

要な改修工事等々は、令和６年度に入ってからの工

事実施、その他進めていくことになると思いますけ

れども、その工事についての設計等は来年度の予算

にも盛り込んでいきたいなと今のところ考えており

ます。 

 現時点では、令和７年度４月当初までには開設し

たいと考えているところでございますが、できるだ

け早い時期に開設したいと思っているので、改修等

の状況、準備の状況の進捗状況にその辺はよると思

います。 

 現在、子供たちへの支援をするための最善の活用

方法を検討して詰めている最中でございますので、

内容の公表は具体的にその活用方法等の調整ができ

次第、できるだけ早く公表をしていきたいと考えて

いるところであります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） ありがとうございました。ス

ピード感を持って進めていっていただける様子が分

かりましたので、ありがとうございました。 

 児童発達支援の事業も加味していただけるという

ことの再確認を、再質問でしたいなと思ったんです

けれども、気持ちの中で伝わってまいりましたので

次の③のほうに行かせていただきます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○10番（佐原佳美） あとは、どうしてもそういう

発達に課題を持つお子様の御家族から要望されるの

は、そういう日中のそういう療育、児童発達支援の

事業所が市内に手薄であるということと、放課後デ

イも学童になったときの、やはり継続していく児童

発達支援を放課後行うというところが本当に市内に

は少ないので、その辺の充実もという御希望はいた

だいております。これは伝えおくということでまた

承知しておいてください。 

 では、③番です。インクルーシブ遊具が市内には

見当たりません。車椅子利用などの肢体不自由や多

動性の行動障害があるお子さんなどが、安全に遊べ

る遊具を閉園後の新所幼稚園に導入して、療育通所

をしない子供さんたちも共に遊べる環境を整備して

はいかがかと思いますが、その辺はいかがでしょう

か。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部理事。 

○健康福祉部理事（鈴木祥浩） お答え申し上げま

す。 

 事業を行う施設への設備等の導入については、事

業の進め方を整理していく中で、その設備の持つ機

能やその施設にとっての必要性を判断していきたい

と考えております。ですので、これから検討事項に

なろうかと思います。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） また検討内容に期待していき

ます。 
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 インクルーシブ遊具っていうのは、湖西市の総合

計画もＳＤＧｓにそれぞれの事業がひもづけして、

これは目標の何番の事業だよっていうふうにやって

いるように、本当に誰一人取り残さないという精神

のＳＤＧｓの４番目の目標、質の高い教育をみんな

にっていうところに当たると思うんですね。全ての

人に包摂的かつ公平で質の高い教育をというふうに

ありまして、ターゲット４－２には2030年までに全

ての少年少女が初等教育を受ける準備が整うように、

乳幼児向けの質の高い発達支援やケア、就学前教育

を受けられるようにするというふうにあるんです。

障害のある子供たちに本当に安全な滑り台やブラン

コなどを屋内外に問わず湖西市に１つもないのが現

状だと思うのは、現状です。本当にこれはちょっと

悲しい気がするんです。ぜひともこれは、内容にも

よります。設備は、今後の新所幼稚園の活用の内容

によりますってことでもありましたけれども、新所

幼稚園じゃないにしてもやっぱり市内に設置は必要

だと思うんですけど、その辺いかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部理事。 

○健康福祉部理事（鈴木祥浩） 今御質問が、新所

幼稚園の園舎に導入してはどうかという御質問でお

答えさせていただきましたけれども、それぞれの施

設、設備の中でそういうような遊具等が必要であれ

ば、必要であるという結論が出ればそれを導入する

ような検討はしていかなければならないと考えてお

ります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） ありがとうございます。私は

のびりんであれ地域の外の遊具も、なかなか外の公

園も本当にちっちゃな遊具が１個だけって、でもう

ちの孫たちが小さいときなんかは１個でもそれを乗

りに家の近くの空き地、公園というよりは空き地み

たいなところにも楽しみに行ったり、それがやっぱ

り発達、肢体不自由のお子さんたちだってそういう

ものが利用できるような環境っていうのはやっぱり

つくっていくべきだとは思っております。 

 では④。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○10番（佐原佳美） ２の④です。自治会要望に加

えて、自治会要望ではいっとき避難所としての活用

を訴えましたが、小児用トイレがあり遊具や幼児図

書がある園舎を母子避難所として、新所幼稚園のい

っとき避難所とはまた別で指定するお考えはいかが

でしょうか。 

○議長（馬場 衛） 危機管理監。 

○危機管理監（安形知哉） お答えいたします。 

 長期にわたる避難生活において、妊婦や母子が身

体的・精神的、また医療面でのサポートなど、安心

して生活できる避難所の重要性は認識をしておりま

す。 

 妊産婦や乳児を優先した避難所の在り方について、

福祉避難所との関係を含め、不断に検討してまいり

たいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） 検討という言葉しか言えない

段階なんだと思うんですけど、新所幼稚園の今のタ

イムスケジュールから言うと。でも、前向きに捉え

て検討いただけたらっていうふうに、気持ちとして

は受け止めております。 

 当市は、平成30年の３月に県の助産師会との災害

時母子支援協力協定を締結していますが、発災後、

妊産婦や乳幼児の避難場所が決められているほうが

助産師さんの支援を受けやすいと思います。助産師

さんも活動しやすい点から、新所幼稚園１か所でな

く市内の幼稚園、保育園など数か所にやはり母子避

難所というものが設置ができればいいなと思います。 

 実際、県下を見ますと富士市の看護学校で母子避

難所っていうものを設置したのが２年ほど前に報道

されておりまして、浜松市も助産師さんの会長さん

にもお聞きしましたけども、福祉避難所っていうく

くりの中でやっていて、私がこの幼稚園の活用が母

子避難所にはいいよって、湖西市はこれまで私が防

災の質問でいつも母子避難所とか障害者の避難所っ

て言ったときに、ビジネスホテルを活用するという

のが最後の私が聞いた答弁だったと思うんですね。

でも、やはりビジネスホテルというのは個室で余計

孤立していく、やはりみんなでサポートし合うって
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いうのが必要な段階だと、時期だと思うんですね、

被災した直後の特に妊産婦さん。そういうときには

やはり幼稚園がいいよということを助産師さんたち

にお聞きしたので、今回ちょうど新所幼稚園が空く

よと、なかなか現行で使っているところをいろんな

置物、現在利用されている方たちの物があったりす

るところを利用するというのも大変かなと思ったの

で、提案してみましたので御検討をよろしくお願い

いたします。 

 では、次に。 

○議長（馬場 衛） 主題の２ですね。 

○10番（佐原佳美） 主題の２へ行きます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○10番（佐原佳美） じゃあ１番のほうはありがと

うございました。 

 では、２番の産婦人科医院誘致助成事業の対象事

業の拡大についてです。 

 昨年の七、八月に市内のこども園などに御協力い

ただきまして、産前・産後ケアについてのアンケー

トを私と市内の助産師グループで実施しました。

325人の回答を基に、９月議会一般質問で当市の産

後ケア事業が2019年度から開始されているにもかか

わらず知らないが70％、知っていたら利用したかっ

たが90％の結果を紹介し、広報周知の強化などをお

願いいたしました。 

 また、当市が実施していなかった自宅への訪問型

ケアの希望がアンケートの上位にあり、それを提案

して本年４月より訪問型産後ケア事業の補助も開始

していただきました。ありがとうございました。利

用者は開始直後よりあったようですが、訪問してい

る助産師さんによると、産後ケア助成の申請手続が

面倒だとか、あるいは緊急性があるときにその許可

が下りるまでに１週間とかかかってしまうので、即

効性がないというようなことから、自費で市内で訪

問型をしている助産院への出張依頼しているという

方があるようです。今後もスタートしたばかりの事

業ですけれども、利用者の声を聞きながら運用改善

をよろしくお願いしたいです。 

 そして、その助産師グループのメンバーが勤務す

る産婦人科医院に産前・産後ケア棟を併設運営して

いる浜松市の産科・婦人科院長による産後ケア講演

会を今年の７月末に市内で開催しました。40名以上

の参加者で盛会でしたが、市内外から助産師さんや

子育て支援活動をしている専門家の参加が多くて、

もちろん一般の方も10人ほどは見えましたが、浜松

市で産後ケア事業をいち早く展開している当該医院

の院長先生の注目度の高さに、産前・産後ケアがい

かに重要かというものを再認識させられました。専

門職がこぞって参加したというところで。 

 産院はなくとも、生まれたての赤ちゃんや上の子

を抱えて、宿泊や日帰りで産後ケアを受けるお母さ

んは、家から近い市内のケア施設が必要とこの講演

会の参加者を見ても思ったわけです。現在は、豊橋

市とか浜松市の産んだところが併設している産後ケ

ア施設を利用するというのが湖西市の、泊まりや日

帰りの場合はそうですね。 

 質問の目的です。産前・産後ケア施設を市外から

誘致し、産前産後ケア及び子育て支援の充実した湖

西市を実現してほしいためです。 

 質問事項です。平成30年より開始しております

「湖西市産婦人科医院誘致補助金」事業を見直し、

誘致したい施設を産婦人科医院に併設することが多

い「産前産後ケア施設」だけでも可能と対象拡大し、

産前産後ケア施設を誘致してはいかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 答弁をお願いします。市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 議員の御指摘のとおりといいますかごもっともだ

と思いますので、一番いいのはやっぱり産婦人科だ

とか市内自宅から近いところで分娩ができるという

のは、これはずっとお声としていただいております

けれどもやはり現実が、全国的にもそういった施設

は減少しているという現実がありますので、現実を

踏まえて産婦人科の医院の誘致といったものだけで

はなくて、おっしゃるとおりの産前産後ケアの充実

というものが職住近接を進めていく、ここの子育て

支援の充実という意味では重要なことになってくる、

重要な要素だというふうにも認識をしております。 

 現状で、やはり湖西病院の産婦人科がなくなって

からは、平成19年から10年以上がたっておりますの

で、今まさに昨日でしたか、答弁の中にもあったか
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もしれませんが、経営強化プランを湖西病院でも現

在進行形で、業務で業務改善をしながらつくってい

ただきますので、その中にももう既に、議員のよく

御案内のとおり助産院機能も含めた、そこも考えな

がら湖西病院でもやっていこうと思っておりますけ

れども、やはりそれに限らず助産院機能といいます

か産前産後の安心感を、やはりどこでもどの病院で

もあってもといいますか、湖西病院に限らずですけ

れどもそういったところが得られるという施設は必

要だというふうに思っておりますので、産前産後ケ

アの充実を前向きに今、制度改正といいますか制度

改善も含めて考えていきたいというふうに思ってお

ります。 

 現時点でも今おっしゃるとおりの自宅訪問の産後

ケアは、これは市内でも委託させていただいている

ところですけれども、それ以外のデイサービスだと

か宿泊型というのは市外に委託させていただくほか

ないという状況ですので、そういったところをこれ

から必要性を考えながら、ニーズも踏まえながらお

声をしっかりと聞きながら市内でも宿泊型、またデ

イサービス型が受けられるのがもちろんいいことだ

と思いますし、そうなれば、そうなるような形で実

現をしていくようなことを制度設計も含めて考えて

いきたいと思っておりますので、既存の湖西病院な

のかほかのクリニックなのか、そういった施設の活

用もしくはそういったものを誘致する、どういった

形でやればできるのか、来てくれるのかということ

を今の議員御指摘の産婦人科の誘致補助金の改善と

いうのか、制度設計の改善といいますか、機能を強

化していくといいますか、そこはどういったやり方

がいいのかというのは引き続き考えていきたい、実

現していきたいなというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） ありがとうございました。本

当にうれしい御答弁です。よろしくお願いします。 

 先月の８月３日に、今前向きな御答弁だから重ね

て言う必要もないんですけれども、８月３日の複数

の新聞には産後ケア全自治体調査という見出しで、

2024年にはまだまだ、全国でまだ３割ぐらいの市町

で産後ケアをしていない制度的に持ってないところ

もあるようなので、国が本当に力を入れて今年度中

に自治体向けの指針を策定して、出生数とか産後ケ

アの実施件数とか支援が必要な親をどのように把握

しているかとか、事業の周知をどのようにやってい

るかっていう調査を全国的にするっていうのが報道

されていました。本当に国も力を入れて、少子化対

策人口増というところで動いているところに、湖西

市もこうしていっていただけるということでうれし

く思います。 

 あと、釈迦に説法ではありますが東京大学の大学

院の山口慎太郎教授という方が、出生率の改善には

という新聞の見出しが８月末にありまして、子育て

支援は次世代投資ということが書かれていました。

子供が胎児のときから小学校に入学するまでの間に

しっかりと支援すると、20年、30年後には国の財政

が節約されることが多くの研究で分かっている。 

 具体的には、妊婦の貧困を防いだり質の高い幼児

教育を提供したりすることが、大人になってからの

子供の収入を増やしたり犯罪を減少させたり、社会

福祉依存の脱却や医療費の削減につながることが分

かっているというね、皆様御存じかと思いますがア

メリカでのペリー幼児教育計画というそういう実証

実験なんかも今まだ継続でね、その当時の子供さん

が大人になっての調査もしているようですけれども、

本当に子育て支援への投資をお願いしたいと思いま

す。 

 では、次のテーマに行きます。 

○議長（馬場 衛） 主題の３ですね。 

○10番（佐原佳美） はい、そうです。主題の３で

す。市庁舎及び市公共施設男性トイレへのサニタリ

ーボックス（汚物入れ）の設置についてです。 

 近年、新聞などから男性トイレへのサニタリーボ

ックス設置のニュースを目にして気になっていまし

た。ごく最近では、藤枝市や隣の豊橋市での公共施

設の男性トイレへの設置が実現したという記事を見

ました。前立腺がんや膀胱がんなどの病気や、また

高齢によって尿漏れパッドを日常的に使用する人が

安心して外出できるようにとの配慮です。 

 質問の目的は、あらゆる病気や障害があり、おむ
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つやパッドを使用していても安心して外出できるト

イレ環境を公共施設に整備してほしいということで

す。 

 質問１ですが、市役所、本庁をはじめ市の公共施

設の男性トイレにサニタリーボックスを設置してい

ただきたいですがいかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） お答えいたします。 

 議員御指摘のとおり、様々な状況の方の利用が見

込まれる公共施設については、男性用トイレにもサ

ニタリーボックスの設置が必要であるというふうに

考えております。 

 現時点におきまして、男性用トイレに設置済みの

施設といたしましては、市役所、新居地域センター、

小松楼まちづくり交流館がございます。また、多目

的トイレが設置されております健康福祉センターや

中央図書館などには多目的トイレ内にサニタリーボ

ックスが設置されております。それ以外の公共施設

の男性用トイレにつきましては、現在設置してあり

ませんので、今後、各施設所管課におきまして順次

設置をしていく方針であります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） ありがとうございます。私が

通告してから、本当にスピード感をもってすぐ設置

して、できるところは設置していただいたという御

報告を昨日受けましてうれしく思っております。 

 ですが、ちょっと疑問というかお聞きしたいのが、

女性のところにある汚物缶というか汚物入れという

のは壁のところに三角に入るような案外小型のもの

なんですね、入り口も小さいし、それと全く同じタ

イプだと男性用のパッドとかおむつっていうのは大

きいので、それをそこに無理やりぎゅうぎゅう詰め

ると破けてしまったりとか、どういうタイプを設置

されたんでしょうか、全く同じ女性との同じサイズ

だとちょっといかがかなと心配です。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） まず、先週通告をいただ

く前に問合せがあったものですから、早速、担当課

のほうで市役所のものについてはどんなものがいい

かというのを研究させていただいて、ちょっと何セ

ンチか大きさは分からないんですけど、上から見ま

すと真四角な形で大きく蓋が開くタイプのものにな

ってございます。ですので、多分といいますか前立

腺がんの方とかが使う、尿漏れパッドなんかは普通

に開いて押し込むというよりは開けば入れられる形

状のものになっているというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） ありがとうございます。ちょ

っと安心しました、大丈夫かなと思いました、女性

用だと。 

 また、あとほかの新聞記事なんか見ますと、置い

てあることを知らないでいる方もひょっとしたら案

外大きなバッグを持って、自分でビニール袋を持っ

て取り替えるという思いでお出かけになっている方

もいらっしゃるかと思いますので、男性トイレのマ

ークの下あたりにサニタリーボックス設置してあり

ますみたいな表示をしていただくと、ここにはある

んだなということがだんだん市民に周知されてくる

かと思いますので、そんなステッカーというかそん

なのも用意していただけたらと思いますがいかがで

しょうか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） 男性用のところでも女性

用のところでも多目的のトイレのところでも、あっ

て当たり前になるといいかなというふうに思ってお

りまして、今のところは特別そこに表示するという

のは考えていないんですが、先ほど言ったように上

から見ると真四角の箱になっていまして、サニタリ

ーボックスだということとか、そういった尿漏れパ

ッドを入れられるんですよというようなことを表示

して、箱がただ置いてあるだけではなくて、一個一

個のとこに全部それを表示してありますので、中に

入っていただければ分かるというふうな形で今考え

ております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） 分かりました、安心しました。

いろいろと、今年度中にほかの施設も整備できるっ
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ていうことでよろしいですか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） それぞれの施設、一応御

質問いただいてから確認をさせていただきましたけ

れども、それぞれの所管で予算の中でやっていただ

くということになりますので、今年度予算が消耗品

費か何かで買えると思いますので、あるところは設

置してくれると思いますが、もし予算がないところ

だと来年になるところが出てくるかもしれません。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） 今部長がおっしゃったように、

本当にあって当たり前という、なかなか私たちも気

づかなくてよその市町がやってそうだったって、そ

ういう方も、自分自身がっていうか親族がそういう

病気になったりすれば気づくわけですけど、本当に

当たり前ということにみんなが思うというか、そう

いう意識も大切だなと教えていただきました。 

 では、ありがとうございました。３題質問させて

いただきました。これで終わります。ありがとうご

ざいました。 

○議長（馬場 衛） 以上で、10番 佐原佳美さん

の一般質問を終わります。 

 これをもちまして、本日予定しておりました一般

質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 以上で、本日の日程は終了い

たしました。本日はこれにて散会いたします。お疲

れさまでした。 

午後２時03分 散会 

───────────────── 

 


